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一
　
は
じ
め
に

　
制
定
時
は
合
理
性
を
有
し
て
い
た
法
律
が
時
の
経
過
の
な
か
で
そ
の
合
理
性
を
失
う
と
い
う
「
事
情
の
変
化
」
論
（
1
）は
、
多
く
の
判（
2
）例に

お
い
て
用
い
ら
れ
「
違
憲
判
決
の
定
石
的
手（
3
）法」

と
も
評
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
「
不
断
の
検
討
」
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が

あ（
4
）る。

　
婚
外
子
相
続
分
差
別
違
憲
判
決
（
最
大
決
平
成
二
五
年
九
月
四
日
民
集
六
七
巻
六
号
一
三
二
〇
頁
）
で
は
「
事
柄
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
定
め
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
尊
厳
と
法
の
下
の
平
等
を
定
め
る
憲
法
に
照
ら
し
て
、
不
断
に
検
討

0

0

0

0

0

さ
れ
、
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
筆
者
）
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
近
時
で
は
合
憲
判
決
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
性
同
一
性

障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の
決
定
（
最
決
平
成
三
一
年
一
月
二
三
日
集
民
二
六
一
号
一
頁
）
で
は
「
配
慮
の

必
要
性
、
方
法
の
相
当
性
等
は
、
性
自
認
に
従
っ
た
性
別
の
取
扱
い
や
家
族
制
度
の
理
解
に
関
す
る
社
会
的
状
況
の
変
化
等
に
応
じ
て
変

わ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
規
定
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
は
不
断
の
検
討
を
要
す
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
べ
き
で
あ
る
」（
傍
点
筆

者
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
示
に
つ
い
て
学
説
で
は
「
継
続
的
な
配
慮
を
立
法
者
に
求
め
た
も
の
な
の
か
、
裁
判
所
に
よ
る
審

査
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
だ
け
な
の
か
判
然
と
し
な（
5
）い」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
一
方
で
、
ド
イ
ツ
の
議
論
を
参
考
に
「
事
後
是
正
義
務
を

国
会
に
課
す
も（
6
）の」

と
評
す
も
の
も
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
で
は
法
律
制
定
後
に
立
法
者
が
当
該
法
律
を
監
視
し
場
合
に
よ
っ
て
は
再
検
討
と
是
正
を
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
「
立
法
者
の
事
後
的
是
正
義
務
」
と
呼
ば
れ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
確
立
し
た
判
示
に
よ
れ
ば
「
立
法
者

が
、
法
律
の
前
提
と
な
る
事
実
、
も
し
く
は
、
法
律
の
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
時
点
で
は
ま
だ
な

し
え
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
立
法
者
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視
し
、
そ
し
て
根
底
に
あ
る
想
定
が
も
は
や
妥
当
し
な
い
と
判
明
し
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た
際
に
は
、
規
範
の
再
検
討
と
是
正
が
命
じ
ら
れ
う（
7
）る」。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
義
務
が
法
的
義
務
と
い
え
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
で
は
従
来
批
判
的
な
見
解
が
根
強（
8
）く、

我
が
国
で

も
疑
問
が
呈
さ
れ
て
き（
9
）た。
近
時
の
我
が
国
に
お
い
て
も
「『
立
法
者
の
観
察
・
事
後
是
正
義
務
』
を
憲
法
論
と
し
て
積
極
的
に
展
開
す

べ
）
10
（
き
」
と
し
な
が
ら
も
ド
イ
ツ
の
学
説
を
引
用
し
て
理
論
的
な
難
点
を
指
摘
す
る
学
）
11
（
説
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
理
論
的
な
難
点
、
す
な
わ
ち
、
事
後
的
是
正
義
務
と
は
法
的
義
務
で
は
な
く
政
治
的
責
務
に
す
ぎ
な
）
12
（

い
と
い
う
批
判
に
対

し
て
の
応
答
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
及
び
ド
イ
ツ
の
最
近
の
学
説
を
分
析
的
に
検
討
し
、
事
後
的

是
正
義
務
は
法
的
義
務
と
い
え
る
の
か
、
法
的
義
務
で
あ
る
と
し
て
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
統
制
し
う
る
の
か
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
な
お
、
事
後
的
是
正
義
務
論
は
、
法
律
制
定
時
に
立
法
者
が
い
か
な
る
法
律
を
制
定
し
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
出
発
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
の
検
討
対
象
に
は
、
法
律
制
定
時
に
法
律
を
支
え
て
い
た
事
実
と
予
測
、
つ
ま
り
、
法
律
制
定
時
の
「
立
法
事
）
13
（
実
」
も
含

ま
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
法
律
を
支
え
る
事
実
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
律
が
合
理
性
を
失
う
と
い
う
現
象
も
扱
う
こ
と
か
ら
、
裁

判
時
に
お
け
る
「
立
法
事
実
の
取
扱
い
」
に
も
本
稿
は
関
係
す
）
14
（

る
。

　
以
下
、
二
に
お
い
て
事
後
的
是
正
義
務
の
基
本
構
造
を
概
観
し
た
う
え
で
、
三
か
ら
五
に
お
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
い
（
監
視
義
務
、

再
検
討
義
務
、
是
正
義
務
）、
六
に
て
我
が
国
の
議
論
に
触
れ
た
い
。

二
　
立
法
者
の
事
後
的
是
正
義
務
の
基
本
構
造

　
こ
こ
で
は
本
論
に
立
ち
入
る
ま
え
に
、
事
後
的
是
正
義
務
の
基
本
構
造
に
つ
い
て
示
し
、
理
解
の
一
助
と
し
た
い
。
ま
ず
、
事
後
的
是

正
義
務
と
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
区
別
さ
れ
る
べ
き
義
務
に
つ
い
て
、
次
に
、
事
後
的
是
正
義
務
を
構
成
す
る
義
務
に
つ
い
て
示
す
。
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㈠
　
本
稿
の
検
討
対
象

1　

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
形
式

　
事
後
的
是
正
義
務
と
判
決
形
式
に
は
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
形
式
に
つ
い
て

紹
介
す
）
15
（
る
。

　
ド
イ
ツ
の
合
憲
判
決
の
形
式
に
は
、
①
合
憲
宣
言
、
②
立
法
者
の
監
視
義
務
と
是
正
義
務
の
宣
告
判
決
、
③
警
告
判
決
の
三
種
類
が
あ

る
。
①
合
憲
判
決
は
、
法
律
の
合
憲
性
を
保
障
す
る
。
②
立
法
者
の
監
視
義
務
と
是
正
義
務
の
宣
告
判
決
は
、
判
決
時
に
お
い
て
法
律
は

合
憲
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
合
憲
性
に
対
す
る
疑
義
は
な
く
、
ま
た
、
判
決
時
に
事
情
の
変
化
の
兆
候
も
な
い
段
階
で
、
将
来
的
に
法
律

が
合
理
性
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
監
視
し
、
そ
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
再
検
討
及
び
是
正
を
す
る
義
務
を
立
法
者
が
負
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
判
決
形
式
の
こ
と
を
い
う
（
そ
の
際
、
一
〇
年
、
二
年
な
ど
と
再
検
討
ま
で
の
期
間
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）。
典
型
的
に
は

「
立
法
者
が
、
法
律
の
前
提
と
な
る
事
実
、
も
し
く
は
、
法
律
の
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
時
点
で

は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
立
法
者
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視
し
、
そ
し
て
根
底
に
あ
る
想
定
が
も
は
や
妥
当
し
な
い

と
判
明
し
た
際
に
は
、
規
範
の
再
検
討
と
是
正
が
命
じ
ら
れ
う
）
16
（

る
」
と
い
う
判
示
が
確
認
さ
れ
る
場
合
こ
の
判
決
形
式
で
あ
る
と
い
え
る
。

③
警
告
判
決
は
、
判
決
時
に
事
情
の
変
化
の
兆
候
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
判
決
時
に
お
い
て
は
「
ま
だ
合
憲
」
で
あ
る
も
の
の
近

い
将
来
に
違
憲
と
な
り
う
る
こ
と
を
警
告
し
、
立
法
者
に
再
検
討
と
是
正
を
促
す
判
決
形
式
の
こ
と
を
い
う
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
違
憲
判
決
の
形
式
は
、
大
別
す
る
と
、
④
違
憲
無
効
判
決
と
、
⑤
違
憲
確
認
及
び
法
改
正
の
義
務
付
け
判
決
と
が
あ

る
。
④
違
憲
無
効
判
決
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
に
基
づ
き
、
無
効
と
し
た
法
律
を
廃
止
す
る
効
果
を
有
す
る
。
⑤
違
憲
確
認
及
び
法
改

正
の
義
務
付
け
判
決
は
、
違
憲
な
法
律
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
何
ら
か
の
不
都
合
が
あ
る
場
合
に
、
法
律
を
無
効
と
せ
ず
に
法
律
の
違
憲

を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
判
決
形
式
で
あ
る
。
何
ら
か
の
不
都
合
と
は
、
例
え
ば
、
法
律
を
無
効
と
す
る
こ
と
で
立
法
者
の
形
成
の
自
由
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に
抵
触
す
る
場
合
、
ま
た
、
規
範
の
喪
失
に
よ
っ
て
著
し
い
不
都
合
が
生
じ
る
場
合
、
ま
た
、
規
範
の
不
存
在
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場

合
を
い
う
。
違
憲
無
効
判
決
で
は
な
く
、
違
憲
が
確
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
場
合
、
こ
の
判
決
自
体
に
よ
っ
て
は
憲
法
適
合
的
な
状
態
は

回
復
さ
れ
え
な
い
た
め
、
同
時
に
立
法
者
が
新
た
な
規
律
を
な
す
義
務
（
新
規
律
義
務
）、
す
な
わ
ち
、
法
改
正
を
し
て
違
憲
を
除
去
す
る

義
務
が
明
示
さ
れ
る
（
な
お
、
〇
年
〇
月
〇
日
と
法
改
正
の
期
限
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
）。

2　

事
後
的
是
正
義
務
と
新
規
律
義
務
の
区
別

　
本
稿
が
そ
の
検
討
対
象
と
す
る
事
後
的
是
正
義
務
（N
achbesserungspflicht

）
は
、
⑤
違
憲
確
認
及
び
法
改
正
の
義
務
付
け
判
決
に
お

け
る
新
規
律
義
務
（N

euregelungspflicht

）
と
混
同
さ
れ
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
と
な
）
17
（
る
。

　
事
後
的
是
正
義
務
は
、
法
律
制
定
後
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

法
律
が
合
理
性
を
失
わ
な
い
よ
う
監
視
、
再
検
討
、
是
正
す
る
立
法
者
の
義
務
で
あ
る
。

他
方
、
新
規
律
義
務
は
、
違
憲
確
認
判
決
に
付
随
す
る
法
改
正
義
務
で
あ
り
、
違
憲
判
決
後
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

憲
法
違
反
な
状
態
を
除
去
す
る
立

法
者
の
義
務
で
あ
る
。
本
来
、
両
者
は
問
題
と
な
る
フ
ェ
ー
ズ
を
異
に
す
る
が
以
下
の
理
由
に
よ
り
外
形
上
一
体
化
し
う
る
。

　
ま
ず
、
事
情
の
変
化
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
す
で
に
使
用
さ
れ
て
き
た
法
律
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
を
無
効
と
す
る
こ
と
で
法
的
安
定
性

を
損
な
う
場
合
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
時
代
に
即
し
た
解
決
策
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
立
法
者
の
形
成
の
自
由
が
問
題
に
な
っ
た
り
す

る
た
め
、
論
理
的
に
必
然
で
は
な
い
が
事
実
上
「
違
憲
確
認
及
び
法
改
正
の
義
務
付
け
判
決
」
が
選
択
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
事
実
上
の
結
び
つ
き
に
加
え
、
改
正
す
べ
き
対
象
事
項
を
同
一
に
す
る
こ
と
か
ら
、
法
律
制
定
後
に
お
い
て
法
律
が
合
理
性
を
失
う
こ

と
の
な
い
よ
う
立
法
者
が
法
改
正
す
る
義
務
と
、
違
憲
確
認
判
決
後
に
お
い
て
立
法
者
が
違
憲
を
除
去
す
る
た
め
法
改
正
す
る
義
務
は
、

ひ
と
つ
な
が
り
の
法
改
正
義
務
の
よ
う
に
見
え
る
。「
是
正
義
務
は
、
流
動
的
に
移
行
し
て
い
く
た
め
、
除
去
義
務
と
区
別
す
る
こ
と
は

実
質
上
困
難
で
あ
る
。
憲
法
違
反
な
規
範
を
立
法
者
は
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
民
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
合
憲
で
あ
る
規
定
の

是
正
も
、
す
で
に
違
憲
で
あ
る
規
定
の
除
去
も
、
規
定
の
改
正
を
意
味
す
る
。
是
正
と
除
去
は
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
上
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
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の
だ
が
、
外
見
上
一
致
し
う
）
18
（
る
」。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
混
同
さ
れ
が
ち
な
二
つ
の
義
務
で
あ
る
が
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
、
違
憲
判
決
後
の
除
去
義
務
（
新
規

律
義
務
）
で
は
な
く
法
律
制
定
後
の
是
正
義
務
で
あ
る
。
本
稿
は
、
違
憲
判
決
後
の
処
理
問
）
19
（
題
で
は
な
く
、
法
律
制
定
後
に
立
法
者
が
行

う
べ
き
こ
と
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
義
務
違
反
は
裁
判
所
に
よ
る
違
憲
判
断
を
導
き
う
る
の
か
を
検
討
す
る
。

㈡
　
事
後
的
是
正
義
務
を
構
成
す
る
義
務

　
以
上
、
法
律
制
定
後
の
義
務
で
あ
る
事
後
的
是
正
義
務
と
違
憲
判
決
後
の
義
務
で
あ
る
新
規
律
義
務
を
区
別
し
本
稿
の
議
論
の
射
程
を

限
定
し
て
き
た
が
、
以
下
で
は
、
事
後
的
是
正
義
務
は
、
三
つ
の
義
務
の
複
合
体
で
あ
り
質
的
に
異
な
る
義
務
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
て
い
く
。

　「
立
法
者
が
、
法
律
の
前
提
と
な
る
事
実
、
も
し
く
は
、
法
律
の
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
時
点

で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
立
法
者
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視

0

0

し
、
そ
し
て
根
底
に
あ
る
想
定
が
も
は
や
妥
当
し
な

い
と
判
明
し
た
際
に
は
、
規
範
の
再
検
討

0

0

0

と
是
正

0

0

が
命
じ
ら
れ
う
）
20
（

る
」（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
繰
り
返
し
引
用
し
て
い
る
判
示
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
事
後
的
是
正
義
務
は
監
視
義
務
、
再
検
討
義
務
、
是
正
義
務
と
い
う
三
つ
の
義
務
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に

監
視
義
務
と
是
正
義
務
と
の
区
別
が
重
要
で
あ
る
。

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
妊
娠
初
期
の
中
絶
を
不
処
罰
と
し
代
わ
り
に
助
言
に
よ
っ
て
胎
児
の
生
命
保
護
を
行
う
と
い
う
胎
児
の
保
護
コ

ン
セ
プ
ト
の
変
更
が
問
題
と
な
っ
た
第
二
次
堕
胎
判
決
で
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
す
る
。「
是
正
義
務
は
、
立
法
者
に
よ
る
法
律
の
継
続

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
一
般
的
に
含
む
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
法
律
の
憲
法
違
反
が
認
識
さ
れ
る
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
明
ら
か
に

認
識
し
う
る
と
き
に
は
じ
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
現
実
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
全
て
の
国
家
機
関
に
対
す
る
永
続
的
な
義
務
を
意
味
す
る
生

命
に
対
す
る
保
護
義
務
か
ら
、
特
別
な
要
求
が
導
か
れ
る
（
参
照BVerfG

E 49, 89
﹇130, 132

﹈）。
保
護
法
益
の
高
い
地
位
、
未
出
生
生
命
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に
対
す
る
危
険
の
性
質
、
こ
の
領
域
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
社
会
情
勢
及
び
社
会
的
見
解
の
変
遷
は
、
ど
の
よ
う
に
法
律
上
の
保
護
構
想

が
社
会
的
現
実
の
な
か
で
作
用
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
立
法
者
が
監
視
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
…
…
こ
の
監
視
義
務
は
、
保
護
構

想
の
変
更
に
基
づ
い
て
存
在
す
）
21
（
る
」。
本
判
示
は
以
下
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
ず
、
是
正
義
務
は
、
立
法
者
に
対
し
て

法
律
の
継
続
的
コ
ン
ト
ー
ル
を
一
般
的
に
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
違
反
が
認
識
さ
れ
る
も
し
く
は
認
識
し
う
る
場
合
に
生
じ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
的
義
務
で
あ
る
基
本
権
保
護
義
務
の
性
質
、
保
護
法
益
の
重
大
性
、
及
び
、
事
情
が
変
化
す
る
蓋
然
性
か
ら
、

監
視
義
務
が
保
護
構
想
の
変
更
に
伴
っ
て
生
じ
る
。
よ
り
一
般
化
す
る
と
、
通
常
の
場
合
、
憲
法
違
反
を
認
識
し
た
場
合
（
も
し
く
は
認

識
し
う
る
場
合
）
に
は
じ
め
て
是
正
義
務
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
制
定
当
時
か
ら
是
正
義
務
を
立
法
者
が
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
制
定
当
時
の
決
定
の
性
質
に
よ
っ
て
制
定
当
時
か
ら
監
視
義
務
が
生
じ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
事
後
的
是
正

義
務
論
は
、
特
殊
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
発
生
す
る
監
視
義
務
と
、
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
事
情
が
変
化
し
た
場
合
に
発
生
す
る
是
正

義
務
と
い
う
、
二
つ
の
議
論
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
な
お
、
第
二
次
堕
胎
判
決
で
は
再
検
討
義
務
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
最
近
の
学
説
判
例
で
は
「
監
視
義
務
及
び
是
正
義

務
」
と
い
う
形
で
再
検
討
義
務
な
し
に
主
題
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
）
22
（
い
。
再
検
討
義
務
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
以
下
の
議
論
に
お
い
て
適

宜
触
れ
て
い
き
た
い
。
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三
　
監
視
義
務

㈠
　
監
視
義
務
の
発
生

1　

監
視
義
務

　
三
つ
の
義
務
の
う
ち
ま
ず
は
監
視
義
務
で
あ
る
が
、
こ
の
監
視
義
務
と
は
一
体
何
を
す
る
こ
と
を
命
じ
る
の
か
。

　
第
二
次
堕
胎
判
決
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
監
視
義
務
は

0

0

0

0

0

、
立
法
者
が
自
ら
の
権
限
の
枠
の
な
か

で
、
法
律
の
作
用
の
評
価
の
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
計
画
的
に
収
集
し
、
蓄
積
し
、
評
価
す
る
こ
と
へ
の
配
慮
を
含
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
十
分
な

証
言
能
力
の
あ
る
信
頼
の
お
け
る
統
計

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
そ
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
）
23
（
い
」（
傍
点
筆
者
）。
こ
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
監
視
義
務
と

は
、
議
会
が
、
デ
ー
タ
の
収
集
、
蓄
積
、
評
価
を
す
る
こ
と
に
配
慮
す
る
こ
）
24
（

と
、
つ
ま
り
、
情
報
収
集
体
制
を
整
備
す
る
義
務
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
対
テ
ロ
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
法
〔
以
下
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
〕
判
決
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
効
果
的
な
監

督
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
立
法
者
及
び
諸
官
庁
に
共
通
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
…
…
一
定

0

0

の
間
隔
で
定
め
ら
れ
た
義
務
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
に
関
し
て
、
十
分
な
法
律
上
の
規
律

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
欠
け
て
い
る
。
こ
の
点
で
立
法
者
に
新

規
律
義
務
が
該
当
す
）
25
（

る
。
…
…
立
法
者
は

0

0

0

0

﹇
監
督
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
間
の
﹈
協
力
と
い
う
点
に
関
し
て
、
法
律
上
の
明
白
化
も
し
く
は

訴
訟
管
轄
の
撤
廃
と
い
っ
た
係
争
解
決
手
法
の
導
入
を
必
要
と
す
る
紛
争
が
生
じ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

透
明
性
の
保
障
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
保
障
の
た
め
に
、
最
終
的
に
報
告
義
務
の
法
律
上
の
規
律
が
必
要

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
…
…
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
に
基

づ
く
デ
ー
タ
の
蓄
積
及
び
利
用
が
、
対
象
者
の
保
護
及
び
公
開
性
を
広
範
囲
に
免
れ
、
ま
た
、
効
果
的
な
裁
判
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
十
分

に
は
行
わ
れ
え
な
い
以
上
、
デ
ー
タ
ス
ト
ッ
ク
及
び
Ａ
Ｔ
Ｄ
の
利
用
に
関
し
て
の
、
連
邦
刑
事
局
に
よ
る
議
会
及
び
市
民
に
対
す
る
定
期

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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的
な
報
告
が
法
律
上
確
実
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
報
告
は
必
須
で
あ
り
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
デ
ー
タ
交
換
に
関
す
る

公
の
議
論
を
可
能
に
し
、
デ
ー
タ
交
換
を
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
及
び
審
査
に
服
せ
し
め
る
よ
う
十
分
に
内
容
豊
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
26
（

」（
傍
点
筆
者
）。
こ
の
判
示
か
ら
以
下
の
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
ま
ず
、
立
法
者
は
定
期
的
な
義
務
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
法

律
上
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
見
直
し
規
定
の
挿
入
）。
ま
た
、
立
法
者
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
可
能
と
す
る
た
め
、
定
期
的
な
行

政
に
よ
る
報
告
義
務
も
法
律
上
明
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
行
政
に
よ
る
報
告
義
務
規
定
の
挿
入
）。
そ
し
て
、
行
政
は
、
十
分
な
内
容

を
兼
ね
備
え
た
報
告
を
行
う
義
務
を
負
う
（
行
政
に
よ
る
運
用
状
況
の
報
告
）。
ま
た
、
行
政
に
よ
る
報
告
を
前
提
と
し
て
立
法
者
が
監
視

す
る
と
い
う
流
れ
は
第
二
次
堕
胎
判
決
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。「
立
法
者
は
、
適
切
な
時
間
的
間
隔
に
お
い
て
、
ふ
さ
わ
し
い
方
法

で

―
例
え
ば
定
期
的
に
行
わ
れ
る
政
府
に
よ
る
報
告
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

―
、
法
律
が
期
待
さ
れ
た
保
護
作
用
を
実
際
に
発
揮
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
も
し
く
は
、
過
少
保
護
禁
止
原
則
の
違
反
を
理
由
づ
け
る
、
構
想
や
そ
の
実
現
に
つ
い
て
の
瑕
疵
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
か

ど
う
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」）
27
（

（
傍
点
筆
者
）。

　
以
上
の
判
示
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
実
際
の
監
視
活
動
に
お
い
て
は
行
政
が
デ
ー
タ
の
収
集
、
蓄
積
、
評
価
を
行
っ
て
議
会
へ
の
定
期

的
な
状
況
報
告
を
行
い
、
議
会
が
状
況
報
告
を
確
認
す
る
と
い
う
流
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
議
会
が
法
律
制
定
時
に
お
い

て
果
た
す
べ
き
は
、
監
視
体
制
の
構
築
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
見
直
し
規
定
や
行
政
に
よ
る
報
告
規
定
の
条
文
化
や
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
統
計
の
取
得
の
決
定
の
よ
う
な
情
報
収
集
体
制
の
決
）
28
（
定
な
ど
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
再
検
討
義
務
と
し
て
整
理
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い

が
、
議
会
が
法
律
制
定
後
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
こ
と
は
行
政
か
ら
の
監
視
状
況
に
関
す
る
報
告
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
意
味

で
再
検
討
義
務
は
監
視
義
務
に
吸
収
し
て
扱
わ
れ
う
る
）。
こ
の
よ
う
な
点
を
除
け
ば
、
具
体
的
な
監
視
手
法
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
の
形
成
の

自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
）
29
（
る
。
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2　

監
視
義
務
が
登
場
す
る
典
型
的
な
状
況

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
監
視
義
務
は
、
い
か
な
る
状
況
で
問
題
と
な
る
の
か
。「
法
律
の
前
提
と
な
る
事
実
、
も
し
く
は
、
法
律
の
効
果

に
つ
い
て
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
の
制
定
時
点
で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
」
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
類
型
が

あ
）
30
（
る
。

　
ま
ず
、
事
実
の
確
実
性
が
乏
し
い
と
い
う
類
型
で
あ
る
。
発
展
中
の
科
学
的
技
術
的
知
見
に
基
づ
く
決
定
や
資
料
不
足
の
な
か
で
新
基

準
を
設
定
す
る
場
合
な
ど
、
根
拠
と
な
る
事
実
が
薄
弱
な
な
か
で
立
法
者
が
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
根
拠
と
な
っ
た
事
実
が
の

ち
に
覆
り
か
ね
な
い
と
い
う
類
型
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
高
速
増
殖
炉
型
原
子
炉
の
危
険
性
と
い
う
発
展
中
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
く

決
定
（49, 8

）
31
（9

）
や
、
航
空
機
騒
音
の
受
忍
限
度
に
関
し
て
科
学
的
知
見
が
ま
だ
存
在
し
な
い
な
か
で
な
さ
れ
た
決
定
（56, 5

）
32
（4

）、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
と
い
う
発
展
中
の
技
術
を
捜
査
に
利
用
す
る
と
い
う
決
定
（112, 3

）
33
（

04

）
ま
た
、
教
育
研
究
の
価
値
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
新
基
準

の
策
定
（111, 3

）
34
（33

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
予
測
の
確
実
性
が
乏
し
い
と
い
う
類
型
で
あ
る
。
法
律
の
効
果
に
関
す
る
予
測
の
う
ち
、
将
来
的
に
「
予
想
外
れ
」
と

な
り
か
ね
な
い
場
合
、
つ
ま
り
そ
の
予
測
の
確
実
性
に
関
し
て
制
定
時
に
お
い
て
す
で
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
い
う
類
型
で
あ
る
。
例
え

ば
、
経
済
的
展
開
に
関
す
る
予
測
に
つ
い
て
は
「
計
量
不
可
能
な
要
素
の
累
積
の
た
め
に
類
型
的
に
低
い
合
理
）
35 
（

性
」
し
か
有
し
な
い
こ
と

が
学
説
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
判
例
と
し
て
は
、
製
粉
業
に
お
け
る
製
粉
生
産
能
力
に
関
す
る
予
測
（25, 1

）
や
農
業
生
産
組
合

の
清
算
に
伴
う
免
責
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
予
測
（95, 267

）
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
ま
た
、
第
二
次
堕
胎
判
決
（88, 203

）
で
は
、
胎

児
の
生
命
を
助
言
に
よ
っ
て
保
護
す
る
と
い
う
構
想
に
関
す
る
予
測
が
問
題
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
特
定
の
基
本
権
と
の
結
び
つ
き
は
確
認
さ
れ
ず
、
契
約
の
自
由
（95, 267

）、
情
報
自
己
決
定
権
（133, 277

）、
学
問
の
自
由

（111, 333

）、
職
業
の
自
由
（110, 1

）
36 
（

41

）、
選
挙
原
則
（59, 119

）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
憲
法
上
の
規
定
と
関
連
し
て
、
監
視
義
務
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
危
険
な
犬
種
の
輸
入
及
び
運
搬
の
禁
止
が
職
業
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
し
て
争
わ
れ
た
闘
犬
判
決
に
お
い
て
、
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連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
立
法
者
が
、
法
律
の
前
提
と
な
る
事
実
、
も
し
く
は
、
法
律
の
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定

を
法
律
の
制
定
時
点
で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
立
法
者
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視
し
、
そ
し
て
根
底
に
あ
る
想
定

が
も
は
や
妥
当
し
な
い
と
判
明
し
た
際
に
は
、
規
範
の
再
検
討
と
是
正
が
命
じ
ら
れ
う
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
、
信
頼
で
き
る
学
問
的
知

0

0

0

0

0

0

0

0

0

見
が
ま
だ
存
在
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
複
雑
な
危
険
状
況
が
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
妥
当
す
る
（
参
照
：25, 1 

﹇12f.

﹈; 49, 89 
﹇136
﹈; 95, 267 

﹇3

）
37
（14

﹈）」（
傍
点
筆
者
）
と
し
て
、
生
命
・
身
体
と
い
っ
た
重
大
な
保
護
法
益
が
問
題
と
な
っ
た
例
を
引
用

し
て
判
示
し
て
い
）
38
（
る
。

　
不
確
実
性
以
外
に
保
護
法
益
の
重
大
性
も
ま
た
監
視
義
務
発
生
の
要
件
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
第
二
次
堕
胎
判
決
に
お
い

て
「
保
護
法
益
の
高
い
地
位
、
未
出
生
生
命
に
対
す
る
危
険
の
性
質
、

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

こ
の
領
域
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
社
会
情
勢
及
び
社
会
的
見
解
の

変
遷
は
、
ど
の
よ
う
に
法
律
上
の
保
護
構
想
が
社
会
的
現
実
の
な
か
で
作
用
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
立
法
者
が
監
視
す
る
こ
と
を
必
要

と
す
）
39
（
る
」（
傍
点
筆
者
）
と
判
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
他
、
空
港
周
辺
の
騒
音
の
受
忍
限
度
が
問
題
と
な
っ
た
航
空
機
騒
音
決
定

（56, 54

）
や
高
速
増
殖
炉
型
原
子
炉
の
設
置
が
問
題
と
な
っ
た
カ
ル
カ
ー
決
定
（49, 89

）
に
お
い
て
も
、
生
命
・
身
体
の
保
護
と
い
っ

た
重
大
な
法
益
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
監
視
義
務
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

3　

監
視
義
務
の
発
生
条
件

　
多
く
の
判
例
に
お
い
て
重
大
な
法
益
は
問
題
と
な
っ
て
お
ら
ず
「
不
確
実
性
の
帰
）
40 
（

結
」
と
し
て
監
視
義
務
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
対
し
フ
ス
タ
ー
は
、
こ
の
世
に
不
確
実
性
を
伴
わ
な
い
決
定
は
存
在
し
え
な
い
と
批
判
す
る
。
フ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
監
視
義
務
と

は
立
法
者
が
実
現
で
き
な
い
単
な
る
政
治
的
言
明
に
す
ぎ
ず
、
例
外
的
に
「
高
次
の
法
益
の
回
復
不
可
能
な
法
益
」
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
場
合
に
の
み
監
視
義
務
は
法
的
義
務
と
し
て
存
在
し
う
る
。
以
下
で
は
、
フ
ス
タ
ー
の
議
論
を
批
判
的
に
検
討
し
、
如
何
な
る
場
合
に

監
視
義
務
は
法
的
義
務
と
し
て
成
立
し
う
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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⑴
　
フ
ス
タ
ー
の
見
解

　
ま
ず
、
フ
ス
タ
ー
は
憲
法
裁
判
所
の
審
査
対
象
は
法
律
で
あ
り
義
務
違
反
で
は
な
い
と
い
っ
た
伝
統
的
見
）
41
（

解
に
立
脚
す
る
わ
け
で
は
な

い
。「
判
例
に
お
い
て
監
視
義
務
は
、
是
正
義
務
の
不
可
欠
な
前
提
条
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
監
視
義
務
が
独
自
の
義
務
な
の
か
否
か
、

す
な
わ
ち
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
貫
徹
し
う
る
義
務
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
立
法
者
が
継
続
的
な
監
視
を
行
わ
な
い
場
合
、
単
に
法
律
が
憲

法
違
反
に
陥
る
危
険
が
生
じ
る
だ
け
な
の
か
、
依
然
と
し
て
明
ら
か
で
は
な
い
。
長
ら
く
、
後
者
の
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
…
…

憲
法
上
の
評
価
は
も
っ
ぱ
ら
規
範
の
内
容
次
第
で
あ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
す
で
に
カ
ル
カ
ー
決
定
及
び
航
空
機
騒
音
決
定
に
お
い
て
疑

問
視
さ
れ
て
い
る
。
…
…
監
視
義
務
が
、
…
…
独
立
し
た
法
的
義
務
で
あ
り
う
る
こ
と
は
、
第
二
次
堕
胎
判
決
に
お
い
て
既
に
明
ら
か
で

あ
）
42
（
る
」。

　
フ
ス
タ
ー
は
、
監
視
義
務
違
反
に
よ
っ
て
法
律
が
違
憲
と
な
る
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
監
視
義
務
の
一
般
的
な
法
的
義
務
性
を
否

定
し
、
監
視
義
務
が
存
在
す
る
に
し
て
も
そ
れ
は
「
高
次
の
法
益
の
回
復
不
能
な
瑕
疵
の
回
避
が
問
わ
れ
る
場
面
」
に
限
定
さ
れ
る
と
す

る
。
生
命
保
護
が
問
題
と
な
っ
た
第
二
次
堕
胎
判
決
や
、
高
速
増
殖
炉
型
原
子
炉
の
設
置
許
可
が
問
題
と
な
っ
た
カ
ル
カ
ー
決
定
、
空
港

周
辺
の
騒
音
の
受
忍
限
度
が
問
題
と
な
っ
た
航
空
機
騒
音
決
定
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
、
高
次
の
法
益
が
回
復
不
能
な
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
事
後
的
に
法
律
を
違
憲
と
す
る
こ
と
で
は
効
果
的
な
法
益
保
護
が
行
え
な
い
と
い
う
場
合
に
お
い
て

例
外
的
に
、
法
律
の
内
容
上
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
代
替
と
し
て
監
視
義
務
は
法
的
義
務
と
し
て
の
独
自
性
を
有
し
う
る
。
特
別
に
高
い
法

益
が
な
く
と
も
監
視
義
務
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
判
例
も
あ
る
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て
不
確
実
性
を
有
す
る
決
定
は
例
外
で
は
な
く
通
例

で
あ
り
、
監
視
義
務
を
特
徴
づ
け
る
不
確
実
性
と
い
う
概
念
は
区
分
力
を
失
っ
て
い
る
。
こ
の
義
務
は
原
則
的
に
立
法
者
の
責
務
で
あ
り
、

こ
の
義
務
の
懈
怠
は
、
憲
法
違
反
な
法
的
状
況
の
制
裁
に
よ
っ
て
間
接
的
に
の
み
咎
め
ら
れ
う
）
43
（
る
。
監
視
義
務
に
対
す
る
フ
ス
タ
ー
に
よ

る
批
判
に
つ
い
て
は
、
簡
明
な
要
約
が
あ
る
た
め
、
以
下
引
用
す
る
。
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①
観
察
義
務
の
具
体
的
内
実
が
基
本
法
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
②
社
会
的
変
化
を
踏
ま
え
た
法
律
の
事
後
検
証
と
是
正
が
『
政
府
内
部
の
法
案
作

成
過
程
』（inner G

esetzgebungsverfahren

）
に
お
け
る
立
法
技
術
上
の
『
立
法
の
最
適
化
』
の
要
素
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
基
本
法
上
の
義
務
で

は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
連
邦
憲
法
裁
が
観
察
義
務
に
言
及
す
る
の
は
、
立
法
者
予
測
に
対
す
る
実
体
的
統
制
か
ら
の
撤
退
を
手
続
的
要
請
に
よ
っ

て
補
う
た
め
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
手
続
的
要
請
と
し
て
の
観
察
義
務
が
実
体
的
な
憲
法
上
の
要
請
と
連
関
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、

そ
れ
と
無
関
係
に
『
合
理
性
の
公
準
』
や
『
立
法
手
続
の
最
適
化
の
要
請
」
と
し
て
実
体
規
定
の
内
容
と
は
独
立
し
て
主
張
す
る
こ
と
に
は
、
解
釈
上

の
難
点
が
伴
う
。
③
立
法
者
は
現
代
社
会
の
不
確
実
な
条
件
下
で
の
決
定
を
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
の
条
件
変
化
に
不
断
に
対
応
す

る
の
は
当
然
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
『
観
察
義
務
』
と
定
式
化
す
る
必
然
性
は
乏
し
い
。
④
仮
に
観
察
義
務
を
語
る
に
し
て
も
、
高
次
の
法
益
の
回
復
不

能
な
瑕
疵
の
回
避
が
問
わ
れ
る
場
面
（
例
え
ば
妊
娠
中
絶
判
決
﹇BVerfG

E 88, 203

﹈
の
よ
う
な
生
命
の
保
護
が
争
点
の
事
案
）
に
限
定
す
べ
き
で

あ
り
、
立
法
者
が
影
響
評
価
や
立
法
事
後
評
）
44
（

価
を
行
う
憲
法
上
の
義
務
一
般
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
せ
い
ぜ
い
違
憲
状
態
の
是
認
が
政
治
的
に
非
難

さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
責
務
﹇O

bligenheit

﹈
が
存
在
す
る
に
と
ど
ま
る
（
と
こ
ろ
が
現
下
の
実
務
で
は
、
社
会
保
険
上
の
所
得
認
定
変
更
の
平

等
原
則
違
反
性
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
ま
で
不
当
に
も
観
察
義
務
が
援
用
さ
れ
て
い
る
﹇BVerfG

E 97, 271 

（294f.

）﹈）。
⑤
立
法
府
の
有

限
な
政
治
的
注
意
力
に
憲
法
裁
が
優
先
順
位
を
付
け
る
根
拠
の
提
供
が
観
察
義
務
論
の
役
割
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
順
位
付
け
は
政
治
過
程
で
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
立
法
者
が
社
会
的
現
実
の
変
化
や
法
定
立
の
影
響
に
鈍
感
だ
と
い
う
想
定
は
、
立
法
者
が
常
に
選
挙
を
意
識
す
る
存
在
で
あ
る

以
上
、
妥
当
で
は
な
い
。
他
方
、
裁
判
過
程
で
の
観
察
の
優
先
順
位
設
定
は
、
結
局
は
憲
法
裁
で
勝
訴
す
る
だ
け
の
原
告
（
市
民
や
政
治
的
諸
勢
力
）

の
努
力
や
力
量
に
偶
然
的
に
左
右
さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
法
解
釈
的
に
は
非
合
理
的
で
経
過
観
察
を
要
す
る
よ
う
な
法
律
で
も
、
政
治
的
に
は
幸

福
な
妥
協
の
成
果
と
し
て
、
当
面
は
改
正
を
論
じ
な
い
方
が
合
理
的
（rational

）
な
場
合
も
あ
る
。
⑥
観
察
義
務
と
は
理
論
上
の
帰
結
と
し
て
導
出

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
観
点
か
ら
憲
法
裁
が
採
用
し
て
き
た
法
理
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
法
理
は
憲
法
裁
内
の
意
見
対

立
の
先
鋭
化
を
回
避
し
う
る
。
本
来
は
個
別
意
見
で
違
憲
判
断
を
書
き
た
い
裁
判
官
も
、
今
後
の
解
釈
変
更
に
開
か
れ
た
立
法
者
の
観
察
義
務
を
留
保

し
た
合
憲
判
断
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
与
し
や
す
い
（
憲
法
裁
は
外
部
的
に
は
全
会
一
致
の
体
裁
が
保
て
る
）。
さ
ら
に
、
こ
の
法
理
は
、
憲
法
裁
の
判

断
の
時
間
的
限
定
性
を
強
調
す
る
こ
と
で

―
敗
訴
し
た
当
事
者
の
主
張
も
将
来
の
事
情
変
化
次
第
で
認
容
さ
れ
る
余
地
が
あ
る

―
憲
法
訴
訟
に
不

可
避
の
政
治
的
緊
張
を
緩
和
し
う
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
結
果
、
憲
法
裁
の
政
治
的
な
判
断
余
地
も
拡
大
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
）
45
（

か
。
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⑵
　
フ
ス
タ
ー
見
解
へ
の
疑
問

　
一
言
で
表
す
と
す
れ
ば
、
フ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
監
視
義
務
と
は
あ
く
ま
で
も
政
治
的
で
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
解
に
は
例
え
ば
以
下
の
よ
う
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
フ
ス
タ
ー
は
、
監
視
義
務
は
法
的
義
務
で
は
な
く
政
治
的
責
務
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
が
、
厳
密
に
は
、
法
律
制
定
後
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
一
般
的
に
政
治
的
責
務
に
と
ど
ま
る
が
、
あ
る
一
定
の
条
件
下
に
お
い
て
は
法
的
義
務
に
転
化
し
う
る
、
と
述
べ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
フ
ス
タ
ー
も
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
、
一
般
的
に
は
政
治
的
責
務
に
と
ど
ま
る
が
、
一
定
の
条
件
下
に
お
い
て
法
的
義
務
と

解
さ
れ
る
、
と
い
う
点
に
お
い
て
は
一
致
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
定
の
条
件
に
つ
い
て
、
フ
ス
タ
ー
は
「
高
次
の
法
益
の
回
復
不
能
な
瑕

疵
の
回
避
が
問
わ
れ
る
場
面
」
と
し
て
ご
く
限
ら
れ
た
ケ
ー
ス
へ
と
限
定
す
る
。
他
方
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
立
法
者
が
、
十
分
に
信

頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
制
定
の
時
点
で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
」
と
フ
ス
タ
ー
よ
り
も
広
く
記
述
す
る
。
両
者
の
違
い
は
、
一

定
の
条
件
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に
存
す
る
。
ご
く
限
ら
れ
た
ケ
ー
ス
に
の
み
法
的
義
務
性
を
認
め
る
フ
ス
タ
ー
の
見
解
は
一
見
す
る

と
き
わ
め
て
常
識
的
な
落
と
し
ど
こ
ろ
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
「
高
次
の
法
益
」
の
場
合
に
法
的
義
務
と
化
す
の
か
、
そ
し
て
、

な
ぜ
「
高
次
の
法
益
」
以
外
の
場
合
に
お
い
て
は
法
的
義
務
で
は
な
く
政
治
的
責
務
に
と
ど
ま
る
の
か
、
そ
の
根
拠
は
判
然
と
し
な
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
立
法
者
が
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
法
律
制
定
の
時
点
で
は
ま
だ
な
し
え
な
か
っ
た
場
合
」
と

し
て
立
法
者
の
決
定
に
付
着
し
た
欠
点
に
着
目
し
て
い
る
が
、
フ
ス
タ
ー
の
見
解
は
こ
の
点
を
見
落
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
裁
判
所
に

よ
る
審
査
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
主
張
可
能
性
の
統
制
と
セ
ッ
ト
で
登
場
す
る
こ
と
も
多
く
、
裁
判
所
と
立
法
者
の
間
に
お
け
る

あ
る
種
の
取
引
（
審
査
基
準
を
緩
や
か
に
す
る
代
わ
り
の
バ
ー
タ
ー
）
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
（
フ
ス
タ
ー
見
解
②
参
照
）、
主
張

可
能
性
の
統
制
と
必
ず
セ
ッ
ト
で
指
摘
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
）
46
（

い
。
裁
判
所
に
よ
る
審
査
と
い
う
視
点
で
は
な
く
立
法
者
が
形
成
の
自
由
を

行
使
す
る
際
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
判
例
に
お
い
て
事
後
的
是
正
義
務
が
登
場
す
る
場
面
と
は
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
を
で
き
な
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い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
問
題
上
、
時
間
上
、
ひ
っ
迫
す
る
中
）
47
（
で
」
決
定
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
困
難
な
場
面
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
を
無
視
し
て
よ
い
の
か
。

　
そ
し
て
、
フ
ス
タ
ー
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
不
確
実
性
の
な
い
決
定
は
な
い
と
指
摘
す
る
が
、
果
た
し
て
本
当
に
相
対
化
し
て
同

じ
よ
う
に
扱
っ
て
よ
い
の
か
。
出
来
損
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
世
に
出
す
も
の
と
、
あ
る
程
度
自
信
を
も
っ
て
世
に
送
り
出

せ
る
も
の
、
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
以
下
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
⑶
　
検
　
討

　
ま
ず
、
不
確
実
性
に
よ
る
区
別
に
関
し
て
は
、
時
限
法
）
48
（

律
の
一
種
で
あ
る
、
生
命
や
人
間
の
尊
厳
を
除
く
一
定
の
領
域
に
お
い
て
許
容

さ
れ
る
実
験
法
）
49
（
律
に
関
す
る
議
論
が
参
考
に
な
る
。
実
験
法
律
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
法
律
一
般
が
も
つ
実
験
と
い
う
性
格
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
そ
れ
で
も
な
お
類
型
化
し
て
議
論
が
さ
れ
て
き
た
。
大
橋
洋
一
に
よ
れ
ば
「
法
律
は
元
来
実
験
と
し
て
の
性
格
を
内
在
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
時
、
実
験
法
律
と
あ
え
て
『
実
験
』
と
い
う
形
容
を
強
調
し
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
趣
旨
は
、

法
律
一
般
と
は
区
別
さ
れ
た
類
型
の
法
律
を
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
）
50
（

い
」。
法
律
一
般
が
不
確
実
性
と
い
う
性
格
を
有
し
て

い
る
こ
と
は
、
不
確
実
な
決
定
を
区
別
し
て
扱
う
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
実
験
法
律
は
事
後
的
是
正
義
務
論
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
実
験
法
律
は
、
期
限
を
定
め
て
暫
定
的
な
法
律
を
制
定
し

て
経
験
を
蓄
積
し
、
経
験
の
成
果
を
踏
ま
え
て
確
定
的
な
法
律
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
法
律
の
類
型
で
あ
り
、
デ
ー
タ
や
経
験
を

体
系
的
に
収
集
、
評
価
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
改
正
作
業
に
入
る
こ
と
を
立
法
者
に
義
務
付
け
る
。「
実
験
の
目
的
で
制
定
さ
れ
た
法
律
以

外
の
法
律
を
も
広
く
対
象
に
含
む
点
で
、
修
正
義
務
〔
筆
者
注
：
本
稿
で
の
事
後
的
是
正
義
務
〕
は
実
験
法
律
の
議
論
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
議
論
の
根
底
に
あ
る
視
点
に
は
、
実
験
法
律
の
基
本
思
想
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
…
…
立
法
者
は
事
実
関
係
の
発
展

が
不
確
実
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
不
作
為
を
決
め
込
む
わ
け
に
は
行
か
な
）
51
（

い
」。
立
法
者
が
そ
の
生
産
物
の
効
力
を
調
査
し
、
評
価
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
、
将
来
の
状
況
の
展
開
に
つ
い
て
不
確
実
性
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
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ず
立
法
で
き
る
と
い
う
立
法
者
の
権
限
と
表
裏
の
関
係
に
あ
）
52
（
る
」。

　
以
上
の
よ
う
に
実
験
法
律
に
関
す
る
議
論
で
不
確
実
な
決
定
と
事
後
的
是
正
義
務
は
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
近

時
、
こ
の
不
確
実
性
と
事
後
的
是
正
義
務
と
の
関
係
は
キ
ー
ス
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
分
析
が
進
め
ら
れ
て
き
）
53
（
た
。

　
キ
ー
ス
リ
ン
グ
は
ま
ず
、
監
視
義
務
の
憲
法
上
の
位
置
づ
け
を
理
解
す
べ
く
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
監
視
義
務
を
語
っ
て
い
る
状
況
を

整
理
し
監
視
義
務
の
引
き
金
と
な
る
事
象
を
大
き
く
二
つ
の
ケ
ー
ス
に
類
型
化
す
る
。

　
一
つ
目
の
類
型
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
領
域
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
科
学
技
術
の
現
在
の
到
達
点
ゆ
え
に
立
法
者
の
知
識
不
足

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
例
え
ば
、
カ
ル
カ
ー
決
定
（49, 89

）、
移
動
無
線
設
備
に
よ
る
リ
ス
ク
に
関
す
る
決
定

（N
JW

2002, 1

）
54
（

638

）、
闘
犬
の
輸
入
・
移
動
の
禁
止
に
関
す
る
決
定
（110, 141

）
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
類
型
は
、
規
制
や
保
護
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
変
更
し
た
り
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
導
入
し
た
り
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
既
存
の
制
度
に
つ
い
て
の
経
験
に
基
づ
く

こ
と
が
で
き
な
い
変
更
を
行
う
が
ゆ
え
に
、
立
法
者
が
十
分
で
確
実
な
知
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
経
済
、
労

働
市
場
、
社
会
政
策
に
限
ら
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
判
決
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
。
例
え
ば
、
共
同
決
定
法
判
決
（50, 2

）
55
（90

）、
第
二

次
堕
胎
判
決
（88, 203

）、
高
等
教
育
法
の
改
革
（111, 333

）、
教
授
給
与
の
改
革
（130, 2

）
56
（63

）、
健
康
保
険
の
基
本
保
険
料
の
導
入

（123, 186

）、
重
度
の
障
害
者
に
対
す
る
負
担
調
整
税
（57, 139

）
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
的
な
問
題
状
況
は
基
本
的
に
不
確
実
性
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
領
域
や
規
制
コ
ン
セ
プ
ト
の
変
更
時
、
特
に
経
済
・
社
会
の
変
化
を
予
測
す
る
場
合

に
は
、
と
り
わ
け
不
確
実
性
が
大
き
く
な
る
と
指
摘
す
る
。

　
そ
し
て
、
立
法
者
に
形
成
の
余
地
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
代
償
と
し
て
の
監
視
義
務
、
と
い
う
小
見
出
し
の
も
と
、
裁
判
所
が
立
法
者

の
義
務
を
明
示
的
に
「
見
返
り
」（130, 263

）
と
指
摘
す
る
判
例
な
ど
を
挙
げ
て
「
い
く
つ
か
の
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
評
価
大
権
が

認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
、
監
視
義
務
及
び
場
合
に
よ
っ
て
は
是
正
義
務
に
直
接
的
に
結
び
付
け
て
い
）
57
（

る
」
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
学
説

に
つ
き
、
監
視
義
務
は
、「
予
測
の
性
格
に
伴
う
不
確
実
性
の
下
で
の
立
法
者
の
判
断
に
対
し
て
補
完
的
）
58
（

に
」
振
る
舞
う
、
ま
た
、「
立
法
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者
の
評
価
の
余
地
に
関
す
る
市
民
の
客
観
法
的
な
担
）
59
（
保
」
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
引
用
し
て
、「
裁
判
所
は
、
監
視
義
務
を
、
立
法
者
の

予
測
の
余
地
の
代
償
も
し
く
は
予
測
の
余
地
と
対
を
成
す
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
か
ら
読
み
解

け
）
60
（
る
」
と
結
論
付
け
る
。

　
加
え
て
、「
そ
の
よ
う
な
密
接
な
関
係
か
ら
、
法
律
の
成
立
時
に
存
在
し
た
不
確
実
性
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
遵
守
す
べ
き
義

務
が
よ
り
強
固
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（Bieb

）
61
（ack, N

）
62
（

agel

も
同
様
）。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
予
測
が
持
ち
こ
た
え
ら

れ
な
い
と
事
後
的
に
明
ら
か
に
な
る
危
険
が
特
に
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
監
視
義
務
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
す
る
出
発

点
と
な
り
う
）
63
（

る
」
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
キ
ー
ス
リ
ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
不
確
実
な
決
定
と
い
う
先
行
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
そ
れ
と

「
引
き
換
え
」
に
監
視
と
い
う
後
行
行
為
が
要
求
さ
れ
る
と
説
明
で
き
よ
う
。
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
そ

れ
自
体
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
立
法
者
の
予
想
と
実
際
の
展
開
と
の
間
に
ズ
レ
が
生
じ
る
と
い
う
帰
結
を
導
く
蓋
然
性
が
大

き
く
、
そ
し
て
、
そ
の
予
期
さ
れ
る
ズ
レ
が
招
来
す
る
結
果
を
回
避
す
べ
く
、
立
法
者
は
監
視
手
段
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
追
跡
機
能
を
オ

ン
に
し
て
お
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
）
64
（
る
。
言
い
換
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
法
律
の
土
台
を
な
す
事
実
が
脆
弱
な
場
合
、
監
視
と
い
う
杭
を

打
っ
て
補
強
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
、
と
も
い
え
よ
う
。
法
律
に
は
法
律
を
支
え
る
事
実
が
必
要
で
あ
る
か
ら
こ
）
65
（

そ
、
法
律
を
支
え
る

事
実
が
脆
弱
な
場
合
が
殊
更
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
部
分
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
監
視
義
務
と
は
、

法
律
に
は
法
律
を
支
え
る
事
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
亜
種
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
立
法
者
が
不
確
実
性
の
な
か
に
逃
げ
込
む
こ
と
を
許

せ
ば
、
憲
法
拘
束
の
優
位
は
失
わ
れ
る
の
で
あ
）
66
（

る
。

　
そ
し
て
不
確
実
性
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
法
的
義
務
と
し
て
の
完
成
度
が
高
ま
）
67
（
り
、
立
法
者
へ
の
要
求
も
よ
り
強
度
を
増
し
、
裁

判
所
に
よ
る
統
制
も
し
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
不
確
実
性
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、
濃
淡
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、「
予

測
監
視
義
務
は
、
具
体
的
な
評
価
措
置
と
い
う
手
段
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
原
則
と
し
て
、
評
価
密
度
は
、
元
の
予
測
結
果
の
確
か
ら
し
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さ
の
度
合
い
に
依
存
す
）
68
（
る
」
と
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
監
視
の
優
先
順
位
は
、
裁
判
所
の
独
善
や
原
告
の
熱
量
で
決
ま
る
の
で
は
な
く
、

不
確
実
性
の
大
き
さ
が
決
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
⑷
　
小
　
括

　
た
し
か
に
、
フ
ス
タ
ー
の
見
解
の
な
か
で
も
、
監
視
義
務
は
裁
判
所
内
部
の
多
様
な
意
見
に
対
す
る
譲
歩
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
は
否

定
で
き
な
い
で
あ
ろ
）
69
（

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
高
次
の
法
益
」
の
み
を
審
査
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
、「
高
次
の
法
益
」
の
場
合
に
限
っ
て
政
治
的
責
務
が
法
的
義
務
へ
と
転
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
裁
判
所
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
と
き
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
裁
判
所
が
審
査
に
立
ち
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
、

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
的
な
振
る
舞
い
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
現
前
に
あ
る
立
法
者
の
形
成
の
自
由
の
精
巧
さ
を
無
視

し
て
、
理
念
的
な
立
法
者
像
を
前
提
と
し
た
従
来
型
の
観
念
論
に
終
始
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
の
か
。
本
稿
は
代
替
的
な
立
法
者
像
を

提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
立
法
者
の
形
成
の
自
由
の
構
造
に
関
す
る
精
緻
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
実
体
的
統
制
を
断
念
す
る
こ
と
な
い
し
審
査
基
準
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
立
法
者
と
裁
判
所
と
の
間
の
そ
の
場
し
の
ぎ

の
「
取
引
」
で
は
な
く
、
本
来
的
に
は
、
憲
法
ひ
い
て
は
市
民
と
立
法
者
と
の
間
に
立
法
権
限
を
め
ぐ
る
「
取
引
」
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
以
上
の
議
論
か
ら
は
、
監
視
義
務
の
議
論
は
、
立
法
者
に
無
謬
性
を
求
め
る
と
い
う
方
向
性
の
も
の
で
は
な
く
、
立
法
者
の
新

し
い
挑
戦
を
後
押
し
す
る
議
論
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
監
視
義
務
は
、
根
拠
が
薄
弱
あ
る
い
は
「
立
法
者
が
知
識
不
足
」
で

あ
っ
て
も
立
法
者
が
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
を
許
容
す
る
。「
監
視
・
是
正
義
務
を
立
法
者
の
意
思
決
定
範
囲
の
制
限
と
捉
え
る

の
は
短
絡
的
で
あ
り
、
…
…
監
視
・
是
正
の
義
務
は
立
法
者
の
自
由
、
及
び
、
必
然
的
に
示
唆
さ
れ
る
誤
り
を
犯
す
自
由
を
尊
重
す
）
70
（

る
」。

追
跡
機
能
を
オ
フ
に
す
る
と
い
う
自
由
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
制
定
時
に
お
い
て
い
か
な
る
内
容
の
法
律
を
定
め
る
か
の
自
由
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
上
述
の
議
論
か
ら
は
「
確
実
性
が
十
分
な
決
定
」
と
は
何
か
と
の
問
い
が
派
生
し
う
る
が
、
本
稿
に
お

い
て
は
立
法
過
程
に
お
け
る
そ
の
他
の
立
法
者
の
義
務
（
事
実
調
査
義
務
や
理
由
付
け
義
）
71
（
務
な
ど
）
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
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㈡
　
監
視
義
務
違
反
の
統
制

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
法
的
義
務
と
し
て
の
監
視
義
務
が
発
生
す
る
と
き
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
監
視
義
務
違
反
を
統
制
し
う
る
の
か
。

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
第
二
次
堕
胎
判
決
で
、「
監
視
義
務
は
、
ま
さ
に
保
護
構
想
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
成
立
す
る
た
め
、
中
絶
に

関
す
る
国
家
統
計
を
代
替
措
置
な
し
に
廃
止
す
る
の
は
、
保
護
義
務
に
違
反
す
）
72
（
る
」
と
し
て
、
保
護
コ
ン
セ
プ
ト
の
変
更
と
い
う
内
容
自

体
で
は
な
く
、
国
家
統
計
を
廃
止
し
た
部
分
に
つ
い
て
違
憲
無
効
判
決
と
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
判
決
で
も
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
に
よ
る
デ
ー
タ

交
換
を
可
能
と
す
る
決
定
の
内
容
自
体
で
は
な
く
、
見
直
し
規
定
、
及
び
、
行
政
に
よ
る
報
告
義
務
規
定
の
不
存
在
の
部
分
に
つ
い
て
違

憲
と
判
断
さ
れ
、
違
憲
確
認
及
び
法
改
正
の
義
務
付
け
判
決
が
下
さ
れ
た
。
両
判
例
は
と
も
に
、
確
実
性
の
乏
し
い
決
定
の
内
容
自
体
で

は
な
く
、
制
定
時
に
監
視
義
務
か
ら
要
求
さ
れ
る
規
範
の
不
存
在
を
拾
い
上
げ
、
規
範
と
規
範
の
矛
盾
抵
触
と
い
う
形
に
落
と
し
込
ん
で
、

監
視
義
務
違
反
に
よ
る
法
律
の
違
憲
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

　
不
確
実
な
決
定
と
引
き
換
え
に
課
さ
れ
た
監
視
義
務
に
違
反
し
た
と
き
、
な
ぜ
法
律
が
違
憲
と
判
断
さ
れ
う
る
の
か
、
そ
れ
は
、
法
律

の
土
台
を
な
す
事
実
が
脆
弱
な
場
合
、
監
視
と
い
う
杭
を
打
っ
て
補
強
す
る
こ
と
が
法
律
を
支
え
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
杭
に
よ
る
補
強
が
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
説
明
し
う
る
。
制
定
時
に
お
い
て
杭
に
よ
る
補
強
が
な
か
っ
た
場
合
、
一
見
全
体
が
違
憲

と
な
り
そ
う
で
は
あ
る
が
、
十
分
に
信
頼
の
お
け
る
決
定
は
し
え
な
い
が
何
ら
か
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
か

ら
決
定
内
容
自
体
の
非
難
は
さ
れ
え
ず
、
補
強
用
の
杭
が
な
い
こ
と
自
体
の
み
が
違
憲
と
評
価
さ
れ
う
る
。

　
遂
行
中
の
監
視
義
務
違
反
、
す
な
わ
ち
、
実
際
の
監
視
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
学
説
で
は
、
比
例
原
則
の
適
合
性
審
査
に
お
い
て

目
標
を
達
成
す
る
可
能
性
の
有
無
と
い
う
観
点
で
遂
行
中
の
監
視
義
務
違
反
の
審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
監
視
義
務
違
反
に
よ
る
違
憲

判
決
を
導
き
う
る
と
の
指
）
73
（

摘
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
の
監
視
活
動
は
行
政
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
遂
行
中
の
監
視
義
務

違
反
に
つ
い
て
は
、
現
実
的
に
は
立
法
で
は
な
く
行
政
の
不
作
為
の
違
法
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
場
面
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
な
お
、
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行
政
に
よ
る
報
告
を
立
法
者
が
確
認
す
る
義
務
に
関
し
て
は
、
再
検
討
義
務
違
反
の
項
目
に
て
扱
う
。

　
以
上
、
監
視
義
務
違
反
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
合
憲
判
決
の
判
決
形
式
に
よ
っ
て
義
務
の
存
在
を
指
摘

す
る
と
い
う
手
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
監
視
義
務
違
反
に
よ
り
法
律
の
違
憲
を
導
く
と
い
う
手
法
も
用
い
て
い
る
。

四
　
再
検
討
義
務

㈠
　
再
検
討
義
務
の
発
生

　
再
検
討
義
務
と
は
、
当
初
の
決
定
が
い
ま
だ
合
理
性
を
有
し
て
い
る
か
否
か
を
見
直
す
義
務
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
行
政

に
よ
る
報
告
を
確
認
す
る
義
務
と
も
い
い
う
る
。
判
例
で
は
古
く
か
ら
再
検
討
義
務
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
き
）
74
（
た
。
確
か
に
近
時
は
「
監

視
義
務
及
び
是
正
義
務
」
と
い
う
形
で
主
題
化
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
再
検
討
義
務
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
理
論
上
実
務
上
有
意

義
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

1　

定
期
的
な
再
検
討
義
務

　
再
検
討
義
務
が
生
じ
る
状
況
と
し
て
は
二
つ
の
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
目
と
し
て
、
監
視
義
務
が
発
生
す
る
よ
う
な
場
合
、
す
な

わ
ち
、
確
実
性
に
乏
し
い
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
「
適
切
な
時
間
的
間
隔
」
で
の
再
検
討
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
第
二
次
堕
胎
判
決
に
お

い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
立
法
者
は

0

0

0

0

、
適
切
な
時
間
的
間
隔
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で

―
例
え
ば
定
期
的
に
行
わ
れ
る
政
府

に
よ
る
報
告
に
よ
っ
て

―
、
法
律
が
期
待
さ
れ
た
保
護
作
用
を
実
際
に
発
揮
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
も
し
く
は
、
過
少
保
護
禁
止
原
則

の
違
反
を
理
由
づ
け
る
、
構
想
や
そ
の
実
現
に
つ
い
て
の
瑕
疵
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
）
75
（
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（
傍
点
筆
者
）
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
適
切
な
時
間
的
間
隔
」
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
旧
東
ド
イ
ツ
農
業
生
産
協
同
組
合
が
農
業

経
営
及
び
農
場
経
営
の
た
め
に
旧
東
ド
イ
ツ
国
家
銀
行
か
ら
得
て
い
た
借
入
金
（
旧
債
務
）
を
免
責
す
る
代
償
と
し
て
、
契
約
の
自
由
が

制
限
さ
れ
た
旧
債
務
免
責
判
決
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
目
的
達
成
の
不
確
実
性
ゆ
え
に
、
立
法
者
は
さ
ら
な
る
展
開
を
監
視

し
場
合
に
よ
っ
て
は
規
律
の
是
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
立
法
者
に
対
し
て
、
対
象
の
複
雑
性
ゆ
え
に
、
経
験
を
収
集

す
る
た
め
の
相
当
な
期
間
が
当
然
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
立
法
者
の
構
想
に
よ
れ
ば
大
半
の
ケ
ー
ス
で
負
債
の
弁
済
が
達
成
さ
れ

る
た
め
に
は
約
二
〇
年
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
場
合
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
統
一
の
確
立
及
び
清
算
の
た
め
の
免
責
の
導
入
か
ら
一

〇
年
の
期
間
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
期
間
の
経
過
後
に
、
達
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
目
的
が
採
用
さ
れ
た
方
法
で
さ
ら
な

る
一
〇
年
間
の
う
ち
に
達
成
さ
れ
う
る
の
か
ど
う
か
の
再
検
討
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
76
（
い
」
と
す
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
に
関
し
て
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
個
人
の
権
利
保
護
の
希
薄
性
に
対
し
て
監
督
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
有
す
る
補
正
的
な
機
能
に
か
ん
が
み
、
こ
の
よ

う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
定
期
的
な
実
施
は
特
別
な
意
味
を
持
ち
、
そ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
適
当
な
間
隔

―
こ
の
期
間
は
特
に

最
大
で
、
約
二
年
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い

―
で
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
77
（
い
」
と
す
る
。

　
確
実
性
の
乏
し
い
決
定
を
し
た
場
合
、
監
視
義
務
と
と
も
に
定
期
的
な
再
検
討
義
務
も
発
生
す
る
と
い
え
よ
う
。
不
確
実
な
決
定
と
い

う
先
行
行
為
と
引
き
換
え
に
一
定
期
間
経
過
後
の
再
検
討
と
い
う
後
行
行
為
が
要
求
さ
れ
る
。
監
視
を
行
っ
て
い
て
も
定
期
的
な
再
検
討

を
せ
ず
情
報
収
集
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
無
意
味
で
あ
り
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
あ
る
程
度
情
報
が
集
ま
っ
た
時
期
で
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
再
検
討
義
務
は
監
視
義
務
に
吸
収
さ
れ
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
判
決
の
よ
う
な
「
一
定
の
間
隔
で
定
め
ら
れ
た
義
務
的

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
っ
た
表
現
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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2　

新
展
開
時
の
再
検
討
義
務

　
二
つ
目
の
類
型
と
し
て
、
確
実
性
の
乏
し
い
決
定
を
し
た
場
合
、
新
た
な
展
開
の
発
生
に
よ
っ
て
再
検
討
義
務
が
発
生
し
う
る
。

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
郵
送
投
票
制
度
の
導
入
が
問
題
と
な
っ
た
郵
送
投
票
判
決
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
立
法
者
…
…

は
、
郵
送
投
票
の
従
来
の
規
律
及
び
運
用
を
、
選
挙
の
公
正
潔
白
さ
に
対
す
る
予
想
外
の
危
険
を
も
た
ら
し
う
る
、
新
た
に
生
じ
る
展
開

0

0

0

0

0

0

0

0

に
か
ん
が
み
て
常
に

0

0

0

0

0

0

0

0

再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
78
（

い
」（
傍
点
筆
者
）。
本
判
示
に
お
け
る
「
常
に
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
四
六
時
中

と
い
う
意
味
で
は
な
く
新
た
な
展
開
が
生
じ
た
場
合
に
は
必
ず
再
検
討
義
務
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
新
た
な
展

開
」
と
は
、
法
律
の
合
理
性
を
疑
わ
せ
る
事
象
の
発
生
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
法
律
の
合
理
性
に
何
ら
の
影
響
も
与
え
な
い
事
象
や
合
理

性
を
基
礎
づ
け
る
事
象
の
発
生
は
、
再
検
討
義
務
を
生
じ
さ
せ
え
な
い
し
、
ま
た
、
法
律
の
合
理
性
を
喪
失
さ
せ
る
決
定
打
と
な
る
事
象

が
発
生
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
事
象
は
、
再
検
討
義
務
を
超
え
て
是
正
義
務
を
発
生
さ
せ
う
る
。

　
ま
た
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
カ
ル
カ
ー
決
定
の
な
か
で
再
検
討
義
務
の
法
的
義
務
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
立
法
者

が
、
増
殖
炉
技
術
の
利
用
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
影
響
、
い
わ
ば
不
安
除
去
問
題
を
考
慮
し
て
今
日
ま
で
再
検
討
を
必
要
な

も
の
と
考
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
増
殖
炉
の
利
用
と
い
う
決
定

が
有
益
と
な
る
か
損
害
を
も
た
ら
す
か
は
将
来
に
な
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
。
当
然
に
不
確
実
性
を
負
っ
た
こ
の
状
況
に
お
い
て
、

自
ら
の
権
限
の
範
囲
内
で
自
ら
の
目
的
に
か
な
う
と
考
え
た
決
定
を
行
う
立
法
者
と
政
府
の
政
治
的
責
任
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
政

治
的
機
関
の
地
位
で
評
価
を
行
う
こ
と
は
裁
判
所
の
任
務
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
法
的
基
準
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
）
79
（

る
」。
再
検
討
の

対
象
が
不
安
除
去
問
題
で
あ
る
場
合
、
立
法
者
は
再
検
討
の
政
治
的
責
務
を
負
う
。
そ
れ
に
対
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
裁
判
所
で
は
な
く
ま

ず
立
法
者
に
よ
っ
て
評
価
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
安
全
性
に
関
す
る
高
度
の
蓋
然
性
を
有
す
る
新
展
開
が
あ
っ
た
場
合

は
、
立
法
者
は
再
検
討
義
務
を
負
う
。「
万
一
、
将
来
に
お
い
て
、
高
速
増
殖
炉
型
の
原
子
力
発
電
所
か
ら
こ
の
﹇
上
級
行
政
裁
判
所
に

よ
っ
て
懸
念
さ
れ
た
﹈
性
質
で
の
危
険
が
高
度
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
生
じ
る
と
い
う
兆
候
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は

―
上
述
の
よ
う
に
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ま
ず
第
一
に
政
治
的
機
関
の
責
任
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る

―
、
立
法
者
は
再
度
の
行
為
を
義
務
付
け
ら
れ

0

0

0

0

0

0

て
い
る

0

0

0

」）
80
（

（
傍
点
筆
者
）。

　
確
実
性
の
乏
し
い
決
定
を
行
っ
た
場
合
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
再
検
討
と
い
う
後
行
行
為
が
必
要
と
な
り
、
疑
義
の
発
生
と
い
う

条
件
の
成
就
に
よ
っ
て
後
行
行
為
の
履
行
期
限
が
到
来
す
る
、
と
説
明
で
き
よ
う
。
疑
義
を
認
識
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
見
過
ご

す
の
で
あ
れ
ば
情
報
収
集
を
す
る
意
味
が
な
く
、
監
視
義
務
と
セ
ッ
ト
で
新
展
開
時
の
再
検
討
義
務
も
発
生
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
意
味
で
ま
た
、
再
検
討
義
務
は
監
視
義
務
に
吸
収
さ
れ
て
扱
わ
れ
う
る
。
な
お
、
定
期
的
な
再
検
討
義
務
の
存
在
は
新
展
開
時
の
再
検

討
義
務
の
発
生
を
妨
げ
な
）
81
（

い
。

　
他
方
、
通
常
の
決
定
の
場
合
、「
合
理
性
を
疑
わ
せ
る
事
象
」
の
発
生
だ
け
で
再
検
討
義
務
単
体
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
「
高
度
の
蓋
然
性
」
を
超
え
る
疑
義
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
再
検
討
義
務
に
と
ど
ま
ら
ず
是
正
義
務
も
発
生
さ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
の
意
味
で
是
正
義
務
に
吸
収
さ
れ
う
る
。

　
以
上
、
再
検
討
義
務
の
発
生
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
確
実
性
の
乏
し
い
決
定
は
監
視
義
務
と
同
時
に
定
期
的
、
及
び
、
新
展
開

時
の
再
検
討
義
務
を
発
生
さ
せ
う
る
。

㈡
　
再
検
討
義
務
違
反
の
統
制

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
再
検
討
義
務
に
関
し
て
、
再
検
討
義
務
違
反
を
裁
判
所
で
独
立
に
主
張
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
裁

判
所
は
、
立
法
者
が
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
法
律
を
違
憲
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う

問
題
で
あ
る
。

　
再
検
討
義
務
違
反
の
統
制
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
再
検
討
義
務
違
反
を
認
定
し
て
違
憲
判
断
を
導
く
と
い
う
手
法
は
と
ら

ず
に
、
合
憲
判
決
の
判
決
形
式
に
よ
っ
て
義
務
の
存
在
を
指
摘
す
る
と
い
う
手
法
に
と
ど
ま
る
。
法
律
の
合
理
性
に
疑
義
が
生
じ
て
お
り
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当
該
法
律
が
近
い
将
来
違
憲
と
な
る
こ
と
を
警
告
し
、
立
法
者
に
再
検
討
、
是
正
を
促
す
と
い
う
手
法
で
あ
る
（
③
警
告
判
決
）。

　
こ
の
よ
う
な
対
処
方
法
を
と
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
特
に
疑
義
発
生
の
場
合
に
お
い
て
再
検
討
義
務
の
発
生
を
認
定
す
る
こ
と
が
技
術

上
難
し
い
と
い
う
問
）
82
（
題
に
加
え
、「
規
範
内
容
の
憲
法
上
の
評
価
」
か
ら
離
れ
て
立
法
者
が
周
辺
作
業
を
怠
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
法
律
を

違
憲
に
で
き
る
の
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
監
視
義
務
違
反
の
認
定
や
是
正
義
務
違
反
の
認

定
を
み
る
と
、
広
い
意
味
で
は
「
規
範
内
容
の
憲
法
上
の
評
価
」
か
ら
実
は
あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
監
視
義
務
に
つ
い

て
は
制
定
時
に
必
要
と
さ
れ
る
規
範
の
不
存
在
に
つ
き
規
範
と
規
範
の
抵
触
を
認
定
す
る
と
い
う
形
で
監
視
義
務
違
反
に
よ
る
法
律
の
違

憲
を
導
い
て
い
る
。
是
正
義
務
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
是
正
義
務
違
反
の
認
定
は
「
規
範
内
容
の
憲
法
上
の
評
価
」
と
重
な
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
か
違
憲
か
の
判
断
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
背
景
以
上
に

実
際
の
条
件
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
立
法
者
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
履
行
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
詳
し
く
は
稿
を
改

め
た
い
が
、
事
後
的
是
正
義
務
関
連
で
登
場
す
る
ケ
ー
ス
は
、
立
法
者
に
よ
る
再
検
討
、
是
正
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
、
予

定
さ
れ
て
お
り
、
制
定
時
に
お
け
る
規
範
の
不
備
は
と
も
か
く
、
制
定
後
の
実
際
の
不
履
行
は
そ
も
そ
も
争
点
と
な
り
づ
ら
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
に
関
し
て
は
、
判
決
以
前
に
す
で
に
、
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
法
に
基
づ
く
施
行
後
五
年
の
事
後
評
価
義
務
に
よ
っ
て
、

内
務
省
統
括
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
三
年
判
決
の
一
か
月
前
に
報
告
書
が
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
二
〇
一
三
年

の
判
決
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
二
年
ご
と
の
定
期
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
指
摘
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
二
〇
一
五
年

の
法
改
正
で
は
、
連
邦
デ
ー
タ
保
護
・
情
報
自
由
監
察
官
等
に
よ
る
二
年
ご
と
の
見
直
し
義
務
を
定
め
る
規
定
（
一
〇
条
二
項
）
と
連
邦

刑
事
庁
に
よ
る
連
邦
議
会
へ
の
報
告
義
務
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
公
表
義
務
を
定
め
る
規
定
（
九
条
三
項
）
が
導
入
さ
れ
て
監
視
義
務

に
関
す
る
法
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
連
邦
刑
事
庁
は
二
〇
一
七
年
八
月
一
日
付
で
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
状

況
が
あ
）
83
（
る
。
そ
の
他
、
是
正
義
務
の
項
目
に
お
い
て
扱
う
航
空
機
騒
音
決
定
や
診
療
報
酬
決
定
に
お
い
て
も
、
法
制
定
後
、
判
決
に
至
る
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ま
で
に
数
度
の
法
改
正
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
立
法
者
に
よ
る
再
検
討
の
痕
跡
が
う
か
が
わ
れ
）
84
（
る
。
立
法
者
が
正
常
に
機

能
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
実
際
の
不
履
行
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
仮
に
、
立
法
者
に
よ
る
再
検
討
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
憲
法
が
所
期
し
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
統
制
手
法
を
採
り

う
る
の
か
。
再
検
討
義
務
違
反
に
よ
り
法
律
の
違
憲
を
判
断
す
る
と
す
れ
ば
、「
規
範
内
容
の
憲
法
上
の
評
価
」
か
ら
離
れ
な
い
と
い
う

考
慮
を
踏
ま
え
て
、
例
え
ば
定
期
的
な
再
検
討
義
務
に
関
し
て
は
憲
法
上
の
監
視
義
務
の
具
体
化
と
い
え
る
見
直
し
規
定
を
足
掛
か
り
に

す
）
85
（
る
な
ど
、
規
範
と
上
手
に
関
連
付
け
る
と
い
う
手
法
が
考
え
ら
れ
う
る
。
ま
た
、
判
決
形
式
と
し
て
は
、
違
憲
確
認
判
決
に
伴
っ
て
立

法
者
が
負
う
義
務
が
違
憲
を
除
去
す
る
義
務
で
あ
る
以
上
、
再
検
討
義
務
違
反
ゆ
え
に
違
憲
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
立
法
者
は
再
検
討
を

し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
と
ど
ま
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、「
違
憲
確
認
及
び
法
改
正
の
義

務
付
け
判
決
」
で
は
な
く
、「
違
憲
確
認
及
び
再
検
討
の
義
務
付
け
判
決
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
再
検
討
義
務
付
け
判
決
を
出
し
て
、
〇
年

○
月
〇
日
ま
で
と
の
期
限
を
設
け
て
ま
ず
第
一
に
立
法
者
の
判
断
を
待
ち
、
そ
れ
で
も
な
お
再
検
討
が
行
わ
れ
な
い
場
合
は
、
裁
判
所
が

憲
法
適
合
的
再
検
討
、
場
合
に
よ
っ
て
は
暫
定
的
規
）
86
（

律
を
行
う
と
い
う
手
法
を
採
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
、
再
検
討
義
務
違
反
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
立
法
者
に
再
検
討
義
務
の
存
在
を
知
ら
せ
る
に
と
ど
ま

る
。
そ
の
背
景
に
は
理
論
的
な
問
題
と
と
も
に
ド
イ
ツ
で
は
立
法
者
が
再
検
討
義
務
を
実
際
に
履
行
し
て
い
る
と
い
う
正
常
な
状
況
が
あ

る
。
憲
法
が
所
期
せ
ぬ
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
再
検
討
義
務
違
反
を
認
定
し
て
違
憲
と
判
断
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
は
不
可
能
で
は
な

い
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
詳
し
く
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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五
　
是
正
義
務

㈠
　
是
正
義
務
の
発
生

　
最
後
に
、
是
正
義
務
で
あ
る
。
ま
ず
是
正
義
務
と
は
何
か
で
あ
る
が
、
通
常
、
法
律
の
改
正
、
廃
止
、
も
し
く
は
新
法
を
制
定
す
る
義

務
で
あ
る
。
修
正
義
務
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
是
正
の
形
式
と
し
て
法
律
レ
ベ
ル
で
あ
る
必
要
が
あ
る
か
は
、
事
案
に
よ
っ

て
異
な
り
、
命
令
等
や
判
決
に
よ
る
場
合
も
あ
り
う
）
87
（

る
。
是
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
に
形
成
の
自
由
が
存
す
）
88
（

る
。

　「
是
正
義
務
は
、
立
法
者
に
よ
る
法
律
の
継
続
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
一
般
的
に
含
む
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
法
律
の
憲
法
違
反
が

認
識
さ
れ
る
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
明
ら
か
に
認
識
し
う
る
と
き
に
は
じ
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
現
実
化
さ
れ
）
89
（

る
」
と
の
指
摘
か
ら
も
読

み
取
れ
る
よ
う
に
、
是
正
義
務
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
制
定
後
に
ど
の
よ
う
な
事
象
が
生
じ
た
か
、
が
鍵
と
な
る
。「
法
律
の
憲
法
違
反

が
認
識
さ
れ
る
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
明
ら
か
に
認
識
し
う
る
と
き
」
と
は
、
法
律
に
は
そ
れ
を
支
え
る
事
実
が
な
け
れ
ば
違
憲
と
評

価
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
法
律
を
支
え
る
事
実
を
失
っ
た
と
き
、
と
い
え
よ
う
。
法
律
を
支
え
る
事
実
を
失
う
と
い
う
場
合
、
法
律
に
は
法
律

を
支
え
る
事
実
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
よ
り
直
接
的
に
法
的
義
務
と
し
て
の
是
正
義
務
が
生
じ
）
90
（
る
。
是
正
義
務
は
、
法
律
に

は
法
律
を
支
え
る
事
実
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
法
律
制
定
と
い
う
先
行
行
為
の
後
に
、
成
果
物
で
あ
る
法
律
を
支
え
る
事

実
が
消
失
し
、
そ
の
結
果
、
成
果
物
を
是
正
す
る
と
い
う
後
行
行
為
が
必
要
に
な
る
と
い
う
構
造
を
有
す
る
。
監
視
義
務
の
よ
う
な
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
は
迂
遠
で
あ
り
、
確
実
性
の
乏
し
い
決
定
は
、
是
正
義
務
の
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
義
務
発
生
の
蓋
然
性
が
大
き
い
と
い

う
点
で
意
味
を
も
つ
。

　
是
正
義
務
が
発
生
す
る
場
合
、
再
検
討
な
し
に
是
正
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
以
上
、
再
検
討
義
務
も
是
正
義
務
と
共
に
発
生
す
る
。

決
定
の
性
質
を
問
わ
ず
再
検
討
義
務
は
是
正
義
務
と
一
体
化
し
「
根
底
に
あ
る
想
定
が
も
は
や
妥
当
し
な
い
と
判
明
し
た
際
に
は
、
規
範
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の
再
検
討
と
是
正
が
命
じ
ら
れ
う
る
」
と
表
現
さ
れ
う
る
。

㈡
　
是
正
義
務
違
反
の
統
制

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
是
正
義
務
違
反
を
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。

　
航
空
機
騒
音
決
定
に
お
い
て
「
是
正
義
務
の
不
作
為
に
よ
っ
て
保
護
義
務
に
違
反
し
た
か
…
…
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
こ
の
種
の
憲
法
違

反
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
も
と
も
と
適
法
で
あ
っ
た
規
律
が
、
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
ゆ
え
に
憲
法
上
甘
受
で
き
な
い
こ
と

が
明
白
で
あ
り
、
立
法
者
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
き
続
き
何
も
し
な
い
で
い
た
か
、
も
し
く
は
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
是
正
措
置
を

と
っ
た
場
合
だ
け
で
あ
る
。
航
空
機
騒
音
抑
制
の
分
野
に
お
い
て
、
要
求
し
う
る
航
空
機
騒
音
受
忍
限
度
に
関
し
て
信
頼
で
き
る
科
学
的

な
知
見
が
ま
だ
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
航
空
運
輸
の
国
際
的
な
つ
な
が
り
ゆ
え
に
、
こ
の
規
律
の
た
め
に
立
法
者
に
適
切
な
経
験
の
余
地
及

び
適
合
の
余
地
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
複
雑
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
顧
慮
さ
れ
る
。
こ
の
審
査
基
準
に
よ
れ
ば
、
是

正
の
不
作
為
に
よ
っ
て
立
法
者
が
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
航
空
機
騒
音
か
ら
市
民
を
守
る
義
務
に
明
白
に
違
反
し
た
と
認
識
す
る
こ
と
は

で
き
な
）
91
（
い
」
と
す
る
。「
連
邦
政
府
及
び
国
際
委
員
会
は
し
ば
ら
く
前
か
ら
一
貫
し
て
航
空
機
騒
音
問
題
に
対
し
て
関
心
を
抱
い
て
き

た
。
…
…
〔
一
九
七
一
年
、
一
九
七
四
年
の
改
正
に
よ
り
：
筆
者
〕
立
法
者
の
完
全
な
不
作
為
の
批
判
が
否
定
さ
れ
る
。
…
…
一
九
七
五
年
の

航
空
輸
送
規
則
に
関
す
る
改
正
規
則
…
…
及
び
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
勧
告
に
よ
っ
て
一
九
七
九
年
に
可
決
さ
れ
た
亜
音
速
航
空
機

の
騒
音
公
害
の
減
少
に
関
す
る
要
綱
…
…
は
異
議
申
立
人
の
要
望
に
合
致
し
た
、
積
極
的
な
保
護
措
置
に
よ
る
、
駆
動
装
置
の
騒
音
発
生

の
緩
和
を
意
図
す
る
。
…
…
既
に
な
さ
れ
た
諸
措
置
、
も
し
く
は
、
法
律
上
の
規
律
に
よ
っ
て
な
さ
れ
う
る
諸
措
置
の
考
慮
の
も
と
、
立

法
者
が
是
正
義
務
に
明
白
に
違
反
し
た
と
い
う
非
難
は
明
ら
か
に
理
由
が
な
）
92
（
い
」。

　
ま
た
、
健
康
保
険
医
協
会
が
適
用
し
た
診
療
報
酬
配
分
基
準
が
平
等
原
則
に
照
ら
し
て
問
題
と
な
っ
た
診
療
報
酬
配
分
基
準
決
定
に
お

い
て
は
、「
収
益
段
階
に
つ
き
、
年
に
一
度
の
見
直
し
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
わ
ず
か
二
年
後
に
は
根
本
的
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に
変
更
さ
れ
、
そ
の
後
、
今
で
は
、
不
十
分
な
差
別
化
と
い
う
観
点
で
懸
念
が
も
は
や
認
識
で
き
な
い
方
法
で
さ
ら
に
改
正
さ
）
93
（
れ
」
て
い

る
と
し
て
合
憲
と
す
る
。
是
正
義
務
違
反
の
認
定
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
が
、
上
記
の
二
例
は
合
憲
判
断
で
は
あ
る
も
の

の
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
規
範
内
容
に
焦
点
を
当
て
て
是
正
義
務
違
反
の
有
無
に
よ
っ
て
合
憲
か
違
憲
か
の
判
断
を
し
て
い
る
。

　
是
正
義
務
違
反
と
は
、
法
律
制
定
と
い
う
先
行
行
為
の
後
に
、
成
果
物
で
あ
る
法
律
を
支
え
る
事
実
を
失
う
と
い
う
事
象
が
発
生
し
、

そ
の
結
果
、
成
果
物
を
是
正
す
る
後
行
行
為
が
必
要
と
さ
れ
る
も
、
後
行
行
為
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
現
象
を
い
う
だ
ろ
う
。

「
も
と
も
と
適
法
で
あ
っ
た
規
律
が
、
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
ゆ
え
に
憲
法
上
甘
受
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
立
法
者
が
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
引
き
続
き
何
も
し
な
い
で
い
た
か
、
も
し
く
は
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
事
後
的
是
正
措
置
を
と
っ
た
場
）
94
（

合
」
と
い
う
判
示
か

ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
法
律
が
そ
の
合
理
性
を
支
え
る
事
実
を
失
っ
た
場
合
、
立
法
者
が
何
も
し
な
け
れ
ば
、

法
律
は
違
憲
と
な
る
。

　
以
上
、
是
正
義
務
、
是
正
義
務
違
反
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
法
律
を
支
え
る
事
実
の
喪
失
と
い
う
事
象
の
発
生
に
よ
っ
て
是
正

義
務
が
発
生
す
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
是
正
義
務
違
反
を
審
査
し
法
律
が
合
憲
か
違
憲
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
て
い
る
。

六
　
我
が
国
へ
の
若
干
の
示
唆

㈠
　
事
後
的
是
正
義
務
論
と
事
情
の
変
化
論

　
以
上
の
ド
イ
ツ
の
議
論
の
検
討
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
議
論
に
も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
事
情
の
変
化
に
よ
り
法
律
が
合
理
性
を
失
っ
て
違
憲
と
判
断
さ
れ
る
に
至
る
の
は
、
法
律
の
合
理
性
を
支
え
る
事
実
が
失
わ
れ

る
と
い
う
事
象
が
発
生
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
法
律
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
存
在
し
続
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
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態
が
生
じ
た
の
か
と
い
え
ば
、
当
該
事
象
の
発
生
に
伴
っ
て
是
正
が
必
要
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
正
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
た
し
か
に
、
裁
判
所
と
議
会
と
の
関
係
を
巡
る
日
独
の
制
度
の
差
異
や
実
際
の
議
会
の
対
応
状
況
の
差
異
と
い
っ
た
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
の
違
い
は
あ
る
が
、
ロ
ジ
ッ
ク
自
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
是
正
義
務
違
反
に
よ
っ
て
法
律
が
違
憲
と
な
る
ロ
ジ
ッ

ク
と
、
日
本
に
お
い
て
事
情
の
変
化
に
よ
っ
て
法
律
が
違
憲
と
な
る
ロ
ジ
ッ
ク
と
は
同
様
の
構
造
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
に
せ
よ
、

日
本
に
せ
よ
、
法
律
に
は
そ
れ
を
支
え
る
事
実
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
法
律
制
定
後
に
、
法
律
を
支
え
る
事
実
が
喪
失
す

る
と
い
う
事
象
が
発
生
し
、
是
正
が
必
要
に
な
っ
た
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
立
法
事
実
の
変
化
を
根
拠
に
違
憲

性
を
認
定
す
る
こ
と
は
、
立
法
府
に
立
法
事
実
の
変
化
に
対
す
る
配
慮
義
務
を
課
す
こ
と
と
も
同
視
し
）
95
（

え
」
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

事
情
の
変
化
に
よ
る
違
憲
の
背
後
に
は
立
法
府
の
義
務
と
義
務
違
反
が
隠
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
の
判
例
に
お
け
る
「
不
断
の
検
討
」
の
意
味
に
つ
い
て
詳
し
く
は
今
後
の
判
例
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、

違
憲
審
査
権
の
担
い
手
た
る
我
が
国
の
裁
判
所
が
「
事
情
の
変
化
」
の
理
論
構
造
を
分
析
す
る
な
か
で
監
視
・
再
検
討
と
い
う
憲
法
上
の

義
務
を
も
発
見
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
土
台
と
な
る
事
実
が
脆
弱
で
あ
る
の
に
補
強
も
な
し
に
法
律
を
制
定
し
存

続
さ
せ
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
律
に
は
そ
れ
を
支
え
る
事
実
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
要
請
は
霧
散
し
、
憲
法
上
の
権
利
の
保
障
は
瓦
解
し

て
い
く
だ
ろ
う
。
事
後
的
是
正
の
要
請
は
、
議
会
の
議
事
手
続
の
よ
う
な
問
題
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
憲
法
上
の
権
利
の
問
題

で
あ
る
。

㈡
　
命
令
等
制
定
機
関
の
事
後
的
是
正
義
務

―
行
政
手
続
法
三
八
条
二
項

　
そ
し
て
、
我
が
国
で
法
的
義
務
と
し
て
の
事
後
的
是
正
義
務
を
語
る
場
）
96
（
合
、
行
政
手
続
法
三
八
条
二
項
に
関
す
る
議
論
の
参
照
は
不
可

避
で
あ
る
。

　
我
が
国
の
行
政
手
続
法
三
八
条
二
項
は
、「
命
令
等
制
定
機
関
は
、
命
令
等
を
定
め
た
後
に
お
い
て
も
、
当
該
命
令
の
規
定
の
実
施
状



法学政治学論究　第139号（2023.12）

30

況
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
命
令
等
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
適
正
を
確
保
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
。

　
常
岡
孝
好
に
よ
る
と
、
こ
の
規
定
は
、「
命
令
等
の
内
容
が
社
会
・
経
済
情
勢
等
に
適
合
的
か
ど
う
か
を
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
修
正
す
る
な
ど
す
る
努
力
義
務
を
命
令
等
制
定
機
関
に
課
し
た
も
の
で
あ
」
り
、「
命
令
等
が
制
定
さ
れ
た
時
点
か
ら
年

月
が
経
つ
と
、
命
令
等
の
内
容
が
、
社
会
情
勢
、
経
済
情
勢
、
新
た
な
人
権
状
況
と
大
き
く
ず
れ
、
そ
の
内
容
が
妥
当
で
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
命
令
等
制
定
機
関
は
、
命
令
等
の
内
容
が
社
会
・
経
済
情
勢
等
に
適
合
的
で
あ
る
か
ど

う
か
不
断
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
）
97
（

る
」。
そ
し
て
、
行
政
手
続
法
三
八
条
二
項
は
、「
見
直
し
の
努
力
義
務
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
が
、
判
例
に
お
い
て
は
、
一
歩
進
ん
で
、
一
定
の
状
況
の
下
で
は
、
見
直
し
の
法
的
義
務
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
判
断
を
示
す
も
の
が
あ

る
」
と
、
常
岡
は
指
摘
す
）
98
（

る
。
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
規
制
権
限
不
行
使
の
違
法
が
争
わ
れ
た
、
水
俣
病
関
西
訴
訟
（
最
判
平

成
一
六
年
一
〇
月
一
五
日
民
集
五
八
巻
七
号
一
八
〇
二
頁
）、
筑
豊
じ
ん
肺
訴
訟
（
最
判
平
成
一
六
年
四
月
二
七
日
民
集
五
八
巻
四
号
一
〇
三
二
頁
）
で

あ
り
、
ま
た
大
阪
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
（
最
判
平
成
二
六
年
一
〇
月
九
日
民
集
六
八
巻
八
号
七
九
九
頁
）
で
あ
る
。
大
阪
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
省
令
制
定
後
、
石
綿
肺
の
医
学
的
知
見
や
局
所
排
気
装
置
に
つ
い
て
実
用
性
の
あ
る
技
術
的
知
見
が
確
立
し
、

ま
た
、
粉
じ
ん
濃
度
を
測
定
す
る
技
術
及
び
有
用
な
粉
じ
ん
濃
度
の
評
価
指
標
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
事
情
を
指
摘
し
た
上
で
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
本
件
に
お
け
る
以
上
の
事
情
を
総
合
す
る
と
、
労
働
大
臣
は
、
昭
和
三
三
年
五
月
二
六
日
に
は
、
旧
労
基
法

に
基
づ
く
省
令
制
定
権
限
を
行
使
し
て
、
罰
則
を
も
っ
て
石
綿
工
場
に
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
べ
き
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
旧
特
化
則
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
四
六
年
四
月
二
八
日
ま
で
、
労
働
大
臣
が
旧
労
基
法
に
基
づ
く
、
上
記
省
令
制
定
権
限
を
行

使
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
旧
労
基
法
の
趣
旨
、
目
的
や
、
そ
の
権
限
の
性
質
等
に
照
ら
し
、
著
し
く
合
理
性
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、
国

家
賠
償
法
一
条
一
項
の
適
用
法
上
違
法
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。
こ
の
判
示
は
本
稿
の
関
心
か
ら
す
る
と
、
命
令
等
制
定
機
関
に

よ
る
是
正
義
務
違
反
の
認
定
と
い
え
よ
う
。
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以
上
に
よ
れ
ば
、
規
範
形
成
作
用
に
関
し
て
、
我
が
国
の
行
政
法
領
域
で
は
、
努
力
義
務
と
い
う
形
で
事
後
的
是
正
義
務
に
つ
い
て
明

文
の
規
定
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
努
力
義
務
が
一
定
の
状
況
に
お
い
て
法
的
義
務
へ
と
転
化
し
是
正
義
務
が
発
生
す
る
と
い
う
構
造
及

び
、
裁
判
所
に
よ
る
是
正
義
務
違
反
の
認
定
が
確
認
で
き
る
。

　
な
お
、
こ
こ
で
本
稿
が
意
図
す
る
の
は
行
政
手
続
の
立
法
手
続
へ
の
準
用
で
は
な
く
「
相
似
」
の
指
摘
で
あ
る
。
立
法
者
の
形
成
の
自

由
と
行
政
裁
量
と
で
は
次
元
が
異
な
り
準
用
が
で
き
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
は
、
立
法
者
の
規
範
形
成
作
用
に
つ
き
、
一

定
条
件
下
に
お
い
て
立
法
者
の
政
治
的
責
務
が
法
的
義
務
へ
と
転
化
す
る
と
い
う
構
造
を
発
見
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
様
の
構
造
が
同

条
件
下
の
行
政
の
規
範
形
成
作
用
に
お
い
て
我
が
国
で
既
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
命
令
等
制
定
機
関
の
是
正
義
務
に
関
す
る
日
本
の
学
説
判
例
は
、
少
な
く
と
も
転
化
と
い
う
帰
結
が
的
外
れ
で
は
な
い
こ

と
の
傍
証
に
は
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
行
政
手
続
法
三
八
条
二
項
は
憲
法
上
要
請
さ
れ
る
事
後
的
是
正
義
務
の
具
体
化
と
も
考
え
う
る
。

規
範
制
定
の
際
に
、
法
律
、
命
令
い
ず
れ
の
形
式
で
規
律
す
る
の
か
は
、
立
法
者
の
選
択
次
第
で
あ
っ
て
、
事
後
的
是
正
が
我
が
国
の
立

法
に
お
い
て
も
要
請
さ
れ
る
実
質
的
理
由
が
存
在
す
る
。

七
　
お
わ
り
に

㈠
　
本
稿
の
ま
と
め

　
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
法
理
で
あ
る
事
後
的
是
正
義
務
に
つ
き
、
そ
れ
は
法
的
義
務
と
い
え
る
の
か
、
そ
し
て

法
的
義
務
で
あ
る
と
し
て
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
統
制
し
う
る
の
か
、
監
視
義
務
、
再
検
討
義
務
、
是
正
義
務
へ
と
事
後
的
是
正
義
務
を

細
分
化
し
た
う
え
で
検
討
し
て
き
た
。
法
律
制
定
後
に
お
け
る
監
視
、
再
検
討
、
是
正
と
い
う
要
請
は
、
一
般
に
は
政
治
的
責
務
に
と
ど
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ま
る
が
、
一
定
の
条
件
下
で
法
的
義
務
へ
と
転
化
す
る
。
監
視
義
務
は
法
律
を
支
え
る
事
実
が
薄
弱
な
場
合
に
、
是
正
義
務
は
法
律
を
支

え
る
事
実
が
失
わ
れ
た
場
合
に
発
生
す
る
。
再
検
討
義
務
は
、
監
視
義
務
と
と
も
に
、
も
し
く
は
、
是
正
義
務
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
生
じ

う
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
の
法
的
義
務
の
統
制
に
つ
い
て
、
判
決
形
式
で
義
務
の
存
在
を
立
法
者
に
知
ら
せ
る
と
い
う
方

法
以
外
に
、
規
範
と
規
範
の
抵
触
と
い
う
形
で
義
務
違
反
を
認
定
し
法
律
を
違
憲
と
判
断
す
る
と
い
う
方
法
も
採
っ
て
い
る
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
本
稿
は
、
事
後
的
是
正
義
務
の
法
的
性
質
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
事
情
の
変
化
と
い
う
具
体
的
な
条
件
下

で
立
法
者
の
形
成
の
自
由
が
ど
の
よ
う
な
動
態
を
見
せ
る
の
か
を
観
察
し
て
き
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
立
法
者
が
法
律
制
定
時
に
ど
の

よ
う
な
決
定
を
行
っ
た
の
か
、
法
律
制
定
後
に
ど
の
よ
う
な
事
象
が
発
生
し
た
の
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
裁
判
所
に
よ
る
統

制
の
根
拠
と
手
法
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
一
例
と
し
て
、
国
会
と
の
対
話
の
た
め
の
場
所
で
は
な
く
、
終
局
的
な
権
利
利
益
救

済
の
場
所
で
あ
る
裁
判
所
に
期
待
で
き
る
こ
と
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
で
き
て
い
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

㈡
　
残
さ
れ
た
基
本
問
題

　
最
後
に
、
未
検
討
の
主
な
課
題
に
つ
い
て
簡
潔
に
指
摘
し
て
お
く
。
ま
ず
、
立
法
者
の
事
後
的
是
正
義
務
の
憲
法
上
の
根
拠
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
裁
判
所
に
よ
る
具
体
的
な
義
務
違
反
の
認
定
方
法
に
つ
い
て
も
種
々
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
立
法
者
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
事
後
的
是
正
義
務
を
履
行
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
各
々
詳
細
な
検
討
を

要
す
る
た
め
そ
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
問
題
の
み
指
摘
し
て
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）  

「
事
情
の
変
化
」
論
と
は
「
時
の
経
過
に
よ
っ
て
社
会
情
勢
等
が
変
化
し
、
立
法
当
時
に
は
認
め
ら
れ
て
い
た
合
理
性
が
失
わ
れ
る
に
至
っ
た
、

と
い
う
議
論
」（
小
山
剛
『「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
〔
第
三
版
〕』（
二
〇
一
九
）
二
六
〇
頁
）、「『
制
定
（
あ
る
い
は
改
正
）
当
時
は
合
理
性

を
有
し
て
い
た
法
律
が
、
そ
の
後
の
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
合
理
性
を
喪
失
し
た
が
故
に
憲
法
違
反
で
あ
る
』
と
い
う
判
断
手
法
」（
櫻
井
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智
章
「
時
の
変
化

―
社
会
状
況
の
変
化
は
違
憲
の
理
由
に
な
る
か
？
」
大
林
啓
吾
・
柴
田
憲
司
『
憲
法
判
例
の
エ
ニ
グ
マ
』（
二
〇
一
八
）
一

四
一
頁
）
の
こ
と
を
い
う
。

（
2
）  

例
え
ば
、
在
外
国
民
選
挙
権
違
憲
判
決
（
最
大
判
平
成
一
七
年
九
月
一
四
日
民
集
五
九
巻
七
号
二
〇
八
七
頁
）、
国
籍
法
違
憲
判
決
（
最
大
判

平
成
二
〇
年
六
月
四
日
民
集
六
二
巻
六
号
一
三
六
七
頁
）、
再
婚
禁
止
期
間
違
憲
判
決
（
最
大
判
平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
民
集
六
九
巻
八
号

二
四
二
七
頁
）、
衆
議
院
議
員
定
数
不
均
衡
訴
訟
（
最
大
判
平
成
二
三
年
三
月
二
三
日
民
集
六
五
巻
二
号
七
五
五
頁
）
な
ど
。

（
3
）  
宍
戸
常
寿
『
憲
法
解
釈
論
の
応
用
と
展
開
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
一
四
）
六
四
頁
。

（
4
）  

本
稿
で
扱
わ
な
か
っ
た
そ
の
他
の
「
事
情
の
変
化
」
論
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
1
）
櫻
井
一
四
一
頁
以
下
、
ま
た
、
時
の

経
過
に
よ
る
立
法
目
的
の
変
化
の
認
定
手
法
に
つ
き
、
武
田
芳
樹
「
立
法
事
実
の
変
更

―
立
法
事
実
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
？
」
大

林
啓
吾
・
柴
田
憲
司
『
憲
法
判
例
の
エ
ニ
グ
マ
』（
二
〇
一
八
）
三
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
5
）  

山
田
哲
史
「
立
法
事
実
の
変
化
の
検
討
の
仕
方
と
救
済
の
観
点
」
横
大
道
聡
編
『
憲
法
判
例
の
射
程
』（
二
〇
一
七
）
二
八
三
頁
以
下
（
二
八

八
頁
、
婚
外
子
相
続
分
差
別
違
憲
判
決
に
関
す
る
指
摘
）。

（
6
）  

山
本
真
敬
「
憲
法
判
断
を
含
む
判
決
と
そ
の
事
後
処
理
」
法
律
時
報
九
五
巻
五
号
（
二
〇
二
三
）
五
三
頁
以
下
（
五
六
頁
、
性
同
一
性
障
害
者

の
性
別
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の
決
定
に
関
す
る
指
摘
）。

（
7
）  BVerfG

E 110, 141 （158

）.

（
8
）  

古
く
は
、
シ
ュ
ベ
ル
ト
フ
ェ
ー
ガ
ー
に
よ
る
「
憲
法
義
務
と
し
て
の
立
法
の
最
適
な
方
法
」（G

unther Schwerdtfeger, O
ptim

ale M
etho-

dik der G
esetzgebung als Verfssungspflicht, in: Festschrift für H

ans Peter Ipsen zum
 70 G

eburtstag, 1977, S. 171ff.

）
の
提
唱
を

契
機
と
し
て
、
事
実
認
定
に
つ
い
て
の
義
務
、
衡
量
義
務
、
予
測
義
務
と
い
っ
た
そ
の
他
の
「
最
適
な
立
法
方
法
」（Christoph G

usy, D
as 

G
rundgesetz als norm

ative G
esetzgebunglehre?, ZRP, 1985, S. 291ff 

（S. 292 ff

））
と
ま
と
め
て
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
議

論
は
、「
最
適
な
立
法
方
法
と
は
何
か
に
つ
い
て
生
産
的
な
意
見
を
述
べ
あ
う
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
が
中
心
」（
西
村
枝

美
「
立
法
過
程
へ
の
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
東
北
学
院
大
学
論
集
五
七
号
（
二
〇
〇
〇
）
一
頁
以
下
（
三
頁
））
で
あ
っ
た
。

（
9
）  

法
的
義
務
で
は
な
く
政
治
的
責
務
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
グ
ジ
ー
の
見
解
に
つ
き
、
高
見
勝
利
『
現
代
日
本
の
議
会
制
と
憲
法
』（
二
〇
〇
八
）

二
五
二
頁
以
下
。
ま
た
、
行
為
規
範
で
あ
る
と
し
て
も
裁
判
規
範
と
し
て
は
慎
重
に
解
す
る
も
の
と
し
て
、
西
村
・
前
掲
注
（
8
）
参
照
。
な
お
、

シ
ュ
ベ
ル
ト
フ
ェ
ー
ガ
ー
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
岡
田
俊
幸
「
判
断
過
程
統
制
の
可
能
性
」
法
律
時
報
八
三
巻
五
号
（
二
〇
一
一
）
五
五
頁
以
下
、

手
塚
貴
大
『
租
税
政
策
の
形
成
と
租
税
立
法
』（
二
〇
一
三
）
二
九
七
頁
以
下
参
照
。
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（
10
）  

植
松
健
一
「
ド
イ
ツ
の
治
安
法
制
に
お
け
る
立
法
事
後
評
価
（
二
・
完
）」
立
命
館
法
学
三
八
三
号
（
二
〇
一
九
）
二
二
頁
以
下
（
六
八
頁
）。

（
11
）  

法
律
の
事
後
評
価
制
度
に
関
す
る
論
考
に
お
い
て
、「
仮
に
事
後
評
価
が
憲
法
上
の
要
請
だ
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
法
律
は
事
後
評
価
規
定
を

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
立
法
者
が
法
適
用
状
況
を
観
察
し
必
要
に
応
じ
て
の
法
律
の
改
善
を
講
ず
る
こ
と
が
、
立
法
と
い

う
事
柄
の
本
性
上
、
当
然
の
事
理
だ
と
い
う
な
ら
ば
、
取
り
立
て
て
「
憲
法
上
の
義
務
と
し
て
の
事
後
評
価
」
を
語
る
必
然
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
さ
ら
に
、
判
例
法
理
と
し
て
の
観
察
義
務
〔
本
稿
で
い
う
監
視
義
務
：
筆
者
〕
自
体
に
し
て
も
、
Ｓ
．
フ
ス
タ
ー
の
鋭
い
批
判
が
あ
る
よ
う

に
、
理
論
的
に
も
難
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
す
る
。
植
松
健
一
「
ド
イ
ツ
の
治
安
法
制
に
お
け
る
立
法
事
後
評
価
㈠
」
立
命
館
法
学
三
七
九

号
（
二
〇
一
八
）
一
〇
六
一
頁
以
下
（
一
〇
七
五
頁
）。

（
12
）  

「
政
治
的
責
務
か
法
的
義
務
か
。
法
的
義
務
で
あ
る
と
し
て
行
為
規
範
に
と
ど
ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
裁
判
規
範
と
い
え
る
の
か
」
と
す
べ
き

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
述
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
に
お
い
て
「
政
治
的
責
務
か
法
的
義
務
か
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
議
論
の

簡
明
さ
へ
の
配
慮
か
ら
政
治
的
責
務
か
法
的
義
務
か
と
記
述
す
る
。
行
為
規
範
、
裁
判
規
範
の
区
別
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
宍
戸
常
寿
『
憲
法
裁

判
権
の
動
態
﹇
増
補
版
﹈』（
二
〇
二
一
）
二
五
〇
頁
以
下
参
照
。

（
13
）  

「
立
法
事
実
」
と
は
「
立
法
目
的
及
び
立
法
目
的
を
達
成
す
る
手
段
（
規
制
手
段
）
の
合
理
性
を
裏
づ
け
支
え
る
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的

な
一
般
事
実
」
芦
部
信
喜
『
憲
法
〔
第
八
版
〕』（
二
〇
二
三
）
四
〇
九
頁
）
と
さ
れ
、
裁
判
所
が
そ
の
有
無
を
認
定
で
き
る
と
い
う
観
点
か
ら
議

論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
な
お
、「
立
法
事
実
」
と
は
そ
の
語
源
に
お
い
て
は
立
法
作
用
に
お
け
る
法
形
成
を
支
え
る
事
実
を
い
う
の
で
あ
り
、
司

法
に
よ
る
法
創
造
を
含
め
、
法
形
成
を
支
え
る
事
実
へ
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
淺
野
博
宣
「
立
法
事
実
論
の
可
能
性
」
高

橋
和
之
先
生
古
希
記
念
『
現
代
立
憲
主
義
の
諸
相
（
上
）』（
二
〇
一
三
）
四
一
九
頁
以
下
）。
本
稿
は
、
法
律
制
定
時
に
お
い
て
法
律
の
合
理
性

を
支
え
る
事
実
、
も
し
く
は
、
立
法
作
用
に
お
い
て
法
形
成
を
支
え
る
事
実
、
を
出
発
点
と
す
る
と
説
明
し
う
る
。

（
14
）  

事
情
の
変
化
論
は
立
法
事
実
論
を
前
提
と
す
る
。「『
社
会
状
況
の
変
化
は
違
憲
の
理
由
に
な
る
か
』
と
い
う
問
い
に
対
し
て
はYes

と
答
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
理
論
的
根
拠
を
提
供
し
た
の
が
《
立
法
事
実
論
》
で
あ
る
。
…
…
裁
判
所
が
立
法
後
の
事
情
、
つ
ま
り
『
後
知
恵
』
を
用

い
て
審
査
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
立
法
事
実
論
の
ポ
イ
ン
ト
の
1
つ
」
と
さ
れ
る
（
櫻
井
・
前
掲
注
（
1
）
一
四
五
頁
）。
仮
に
立
法
者
が
法
律
制

定
時
に
用
い
え
た
事
実
に
裁
判
所
が
審
査
時
に
拘
束
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
法
律
制
定
後
に
生
じ
た
事
情
に
よ
る
法
律
の
違
憲
は
判
断
さ
れ
え
な
い
。

（
15
）  

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
形
式
に
つ
い
て
、D

ieter H
öm

ig, in: M
aunz/Schm

idt-Bleibten/Klein/Bethge 

（H
rsg.

）, Bundesverfas-
sungsgerichtgesetz, 

§95, Rn. 69 ff., 61. EL Juli 2021, Stefan Korioth, in: Schlaich/Korioth, D
as Bundesverfasungsgericht, 12., 

neu bearbeite Auflage. 2021, Rn. 370 ff. 

畑
尻
剛
、
工
藤
達
朗
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
一
三
）
二
二
六
頁
以
下
﹇
有



立法者の事後的是正義務の法的構造

35

澤
知
子
﹈、
宮
地
基
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
規
範
統
制
判
決
の
展
開
と
機
能

―
『
違
憲
宣
言
判
決
』
お
よ
び
『
警
告
判
決
』
を

め
ぐ
っ
て
」
神
戸
法
学
雑
誌
三
九
巻
四
号
（
一
九
九
〇
）
九
三
九
頁
以
下
、
拙
稿
「
事
後
的
是
正
義
務
と
新
規
律
義
務
」
法
学
政
治
学
論
究
一
〇

一
号
（
二
〇
一
四
）
一
〇
三
頁
以
下
な
ど
。

（
16
）  BVerfG

E 110, 141 （158

）.
（
17
）  Christian Bickenbach, D

ie Einschätzungsprärogative des G
esetzgebers, 2014, S. 364.

事
後
的
是
正
義
務
と
新
規
律
義
務
の
区
別
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
15
）
参
照
。

（
18
）  Bickenbach, a. a. O. （Am

n. 17.

）, S. 364. 

（
19
）  

ド
イ
ツ
の
判
決
形
式
を
参
考
に
、
我
が
国
に
お
け
る
違
憲
判
決
後
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
と
し
て
、
山
本
真
敬
「
憲
法
判
断
を
含

む
判
決
の
類
型
」
山
本
龍
彦
・
横
大
道
聡
『
憲
法
学
の
現
在
地
』（
二
〇
二
〇
）
四
〇
二
頁
。

（
20
）  BVerfG

E 110, 141 （158

）.

（
21
）  BVerfG

E 88, 203 （310
）.

（
22
）  

初
期
の
判
例
・
学
説
で
は
、
ま
と
め
て
事
後
的
是
正
義
務
“Nachbesserungspflicht

”と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
（
例
え
ば
、

BVerfG
E 49, 89; 56, 54; Rudolf Steinberg, Verfassungsgerichtliche Kontrolle der N

achbesserungspflicht des G
esetzgebers, D

er 
Staat 26 

（1987

）, S. 161 ff.

）、
近
年
は
監
視
義
務
及
び
是
正
義
務
“Beobachtungspflicht und N

achbesserungspflicht

”と
表
記
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
例
え
ば
、
本
稿
で
引
用
し
た
最
近
の
論
文
に
加
えBVerfG

E 111, 333

な
ど
）。

（
23
）  BVerfG

E 88, 203 

（310 f.

）.

小
山
剛
「
第
二
次
堕
胎
判
決
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
（
第
2
版
）』（
二
〇
〇

六
）
六
一
頁
以
下
参
照
。

（
24
）  M

arion A
lbers, Evaluation sicherheitsbehördlicher Kom

petenzen: Schritte von der sym
bplochen Politik zum

 lernenden 
Recht, Verw

Arch, 99 （2008

）, S. 481 （485

）.

（
25
）  

本
判
決
の
こ
の
箇
所
で
は
、
報
告
規
定
が
条
文
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
当
該
箇
所
の
監
視
義
務
違
反
に
よ
る
違
憲
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
法
改
正
の
義
務
付
け
（
新
規
律
義
務
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。BVerfG

E 133, 277 

（371

）. 

詳
し
く
は
拙
稿
・
前
掲
注
（
15
）
八
頁
参
照

の
こ
と
。

（
26
）  BVerfG

E 133, 277 

（371 f.

）. 

拙
稿
「
情
報
機
関
・
警
察
の
情
報
共
有
と
情
報
自
己
決
定
権

―
テ
ロ
対
策
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
法
判

決

―
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅳ
』（
二
〇
一
八
）
四
六
頁
以
下
参
照
。
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（
27
）  BVerfG

E 88, 203 （310

）.

（
28
）  

な
お
、
デ
ー
タ
収
集
と
評
価
に
関
す
る
一
定
の
制
度
の
利
用
を
決
定
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
一
定
の
追
加
調
査
や
追
跡
調
査
が
必
要
と
な
る
な

ど
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
条
件
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。Karl-Jürgen Bieback, Beobachtungs- und Evaluationsaufträge an 

den G
esetzgeber in der Rechtsprechung des Bundesverfassungsgerichts, Zeitschrift für Rechtssoziologie, 2018, 38

（1

）, S. 42 
（S. 51
）.

（
29
）  Bieback, a. a. O. 

（A
nm

. 28.

）, S. 46; Peter N
agel, Problem

affinität und Problem
vergessenheit ‒ Eine Betrachtung zur 

Beobachtungspflicht des G
esetzgebers -, D

ie Ö
ffentliche Verw

altung, 2010, H
eft6, S. 265 （269 f

）.

（
30
）  

制
定
時
の
「
立
法
事
実
」
に
関
し
て
、
そ
も
そ
も
事
実
と
予
測
と
を
厳
密
に
峻
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
典
型
例
、
例
え
ば
カ
ル
カ
ー
決

定
と
第
二
次
堕
胎
判
決
と
を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
、
高
速
増
殖
炉
型
原
子
炉
の
危
険
性
と
い
う
発
展
中
の
学
問
的
知
見
と
い
う
事
実
が
、
後
者

は
、
胎
児
の
保
護
構
想
が
実
際
に
社
会
の
中
で
効
果
的
に
作
用
す
る
の
か
と
い
う
予
測
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
対
象
に
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。
事
実
と
は
、
制
定
時
の
資
料
及
び
そ
れ
に
対
す
る
評
価
で
あ
り
、
予
測
と
は
、
将
来
そ
の
法
律
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
効
果

の
こ
と
で
あ
る
。
事
後
的
是
正
義
務
と
事
実
及
び
予
測
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
立
法
者
の
予
測
と
事
後
的
是
正
義
務

―
連
邦
憲
法
裁
判

所
判
例
を
中
心
に

―
」
法
学
政
治
学
論
究
九
六
号
（
二
〇
一
三
）
三
四
三
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
31
）  

髙
田
敏
「
高
速
増
殖
炉
型
原
発
の
設
置
の
許
可
と
原
子
力
法
の
合
憲
性

―
カ
ル
カ
ー
決
定
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法

判
例
（
第
2
版
）』（
二
〇
〇
三
）
三
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
32
）  

松
本
和
彦
「
身
体
の
不
可
侵
の
権
利
と
立
法
者
の
改
善
義
務

―
航
空
機
騒
音
決
定
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例

（
第
2
版
）』（
二
〇
〇
三
）
七
八
頁
以
下
参
照
。

（
33
）  

川
又
伸
彦
「
自
動
車
の
位
置
監
視
シ
ス
テ
ム
の
合
憲
性
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』（
二
〇
〇
八
）
三
七
五
頁

以
下
参
照
。

（
34
）  

栗
島
智
明
「
大
学
の
経
営
合
理
化
と
学
問
の
自
由

―
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
高
等
教
育
法
判
決
（BVerfG

E 111, 333

）」
法
律
学
研
究
四
八

号
（
二
〇
一
二
）
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
35
）  Fritz O

ssenbühl, D
ie Kontrolle von Tatsachenfeststellungen und Prognoseentscheidungen durch das Bundesverfassungsgeri-

cht, in: Christian Strack （H
rsg.

）, Bundesverfassungsgericht und G
rundgesetz, Bd. 1, 1976, S. 459 ff. （504

）.

（
36
）  

門
田
孝
「
い
わ
ゆ
る
『
危
険
犬
』
の
輸
入
・
繁
殖
の
禁
止
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』（
二
〇
〇
八
）
二
九
八
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頁
以
下
参
照
。

（
37
）  BVerfG

E 110, 141 （158

）.
（
38
）  

判
決
形
式
で
い
う
と
②
の
監
視
義
務
及
び
是
正
義
務
の
宣
告
判
決
が
下
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。「
現
在
の
科
学
的
知
見
を
も
っ
て
し
て
も
、

遺
伝
的
原
因
に
よ
る
犬
の
危
険
性
が
立
証
で
き
な
い
場
合
、
特
定
犬
種
が
危
険
だ
と
す
る
立
法
判
断
に
は
、
一
応
の
理
由
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

科
学
的
根
拠
が
不
確
実
で
あ
る
以
上
、
立
法
者
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
を
見
守
り
、
問
題
の
法
規
定
を
新
し
い
科
学
的
知
見
に
適
合
さ
せ
る

義
務
を
負
っ
て
い
る
」（
門
田
・
前
掲
注
（
36
）
三
〇
二
頁
）。

（
39
）  BVerfG

E 88, 203 （310

）.

（
40
）  Bickenbach, a. a. O. （Anm

. 17.

）, S. 361.

（
41
）   

「
立
法
者
は
一
定
の
行
為
を
な
す
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
法
律
に
対
し
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
律
の
基
本
法
と
の

両
立
性
を
審
査
す
る
こ
と
が
、
規
範
統
制
に
お
け
る
憲
法
裁
判
所
の
任
務
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
審
査
対
象
は
法
律
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
立

法
者
が
憲
法
適
合
的
な
法
律
を
制
定
す
る
と
い
う
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
も
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
審
査
の
対
象
は
法
律
で
あ
る
と

い
う
こ
と
と
同
様
に
、
変
化
し
た
状
況
下
で
法
律
と
憲
法
と
を
両
立
し
た
状
態
に
保
つ
と
い
う
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
後

的
是
正
義
務
違
反
と
い
う
状
態
の
も
と
に
存
在
す
る
法
律
こ
そ
が
、
憲
法
裁
判
所
の
審
査
の
対
象
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
―
間
接

的
な
―
方
法
で
の
み
、
立
法
者
は
『
当
初
の
決
定
が
変
化
し
た
状
況
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
審
査
す
る
よ
う
憲
法
上
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
』
と
い
う
点
に
つ
い
て
制
裁
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
見
解
で
あ
る
。Steinberg, a. a. O. （Anm

. 22.

）, S. 177.

（
42
）  Stefan H

uster, D
ie Beobachtungspflicht des G

esetzgebers, zeitschrift für Rechtssoziologie 24, 2003, H
eft1, S. 3 （S. 15 f.

）. 

（
43
）  H

uster, a. a. O. （Anm
. 42.

）, S. 17 ff.

（
44
）  

行
政
内
部
に
お
い
て
法
律
制
定
後
の
影
響
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
制
度
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
植
松
・
前
掲
注
（
10
）・（
11
）、
手
塚
・
前
掲

注
（
9
）
二
六
一
頁
以
下
、
及
び
、
片
桐
直
人
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
府
提
出
法
案
の
起
草
過
程
と
そ
の
規
律
」
川
﨑
政
司
・
大
沢
秀
介
『
現
代

統
治
構
造
の
動
態
と
展
望

―
法
形
成
を
め
ぐ
る
政
治
と
法
』（
二
〇
一
六
）
一
八
六
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
45
）  

植
松
・
前
掲
注
（
11
）
一
五
頁
注
56
。

（
46
）  

山
本
真
敬
『
立
法
裁
量
と
過
程
の
統
制
』（
二
〇
二
二
）
二
〇
九
頁
。

（
47
）  A

rm
in Steinbach, G

esetzgebung und Em
pire, D

er Staat 54, 2015, S. 267 （283

）. 

（
48
）  

時
限
法
律
は
、
法
律
に
明
記
さ
れ
た
有
効
期
限
の
到
来
に
よ
っ
て
法
律
の
効
力
が
失
わ
れ
る
と
い
う
形
式
の
法
律
で
あ
り
「
立
法
者
は
、
そ
う
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し
た
法
律
上
の
政
策
の
有
効
性
を
そ
の
有
効
期
間
経
過
後
に
審
査
す
る
。
そ
し
て
、
実
効
性
を
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
立
法
者
は
有
効
期
間
を

延
長
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
」（
手
塚
・
前
掲
注
（
9
）
三
一
二
頁
）。
時
限
法
律
は
、
制
定
後
の
監
視
、
再
検
討
、
是
正
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が

性
質
上
要
求
さ
れ
る
法
律
形
式
で
あ
り
、
事
後
的
是
正
義
務
論
を
織
り
込
み
済
み
の
議
論
と
い
え
る
。
有
効
期
間
経
過
前
の
是
正
の
可
否
（
有
効

期
限
到
来
よ
り
も
前
の
時
点
で
是
正
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
信
頼
保
護
原
則
・
平
等
原
則
の
観
点
か
ら
是
正
の
可
否
が
問
題
と
な
る
）
等
を
含

め
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
時
限
法
律
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
手
塚
・
前
掲
注
（
9
）
三
二
八
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
我
が
国
に
お
い

て
は
、
時
限
法
や
見
直
し
規
定
（
検
討
条
項
）
が
付
さ
れ
た
法
律
が
数
多
く
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
実
際
に
は
、
日
本
で
は
、
時
限
法
と
さ
れ

な
が
ら
、
そ
の
必
要
性
が
十
分
に
吟
味
さ
れ
る
こ
と
な
く
簡
単
に
期
限
が
延
長
さ
れ
る
例
が
多
い
。
検
討
条
項
に
つ
い
て
も
、
政
治
的
な
妥
協
の

産
物
と
し
て
付
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
付
さ
れ
た
だ
け
で
何
事
も
な
く
期
間
が
経
過
す
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
梃
に
し
て
、
立

法
事
実
や
法
律
の
効
果
の
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
に
改
正
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
例
も
み
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
川
﨑

政
司
『
法
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
Ⅰ
　
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
現
代
の
法
を
読
む
』（
二
〇
一
六
）
二
一
七
頁
）。

（
49
）  

実
験
法
律
は
、「
確
実
性
が
乏
し
い
決
定
」
の
一
つ
の
類
型
と
い
え
よ
う
。
実
験
法
律
は
、
新
し
い
政
策
を
導
入
す
る
際
に
制
定
さ
れ
る
。
生

命
や
人
間
の
尊
厳
、
な
い
し
、
回
復
不
能
な
重
大
な
損
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、「
実
験
」
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
、
例
え
ば
、
教
育
、
メ
デ
ィ
ア
、
交
通
、
住
宅
政
策
と
い
っ
た
領
域
に
お
い
て
、
期
限
を
定
め
て
仮
の
法
律
を
制
定
し
（
時
限
法
律
）、

評
価
及
び
修
正
を
経
て
、
最
終
版
の
法
律
を
制
定
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
と
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
メ
デ
ィ
ア
領
域
で
は
二
年
な
い
し
三
年

の
期
限
付
き
で
、
ド
イ
ツ
放
送
史
上
は
じ
め
て
の
私
的
事
業
者
に
よ
る
放
送
が
実
験
目
的
の
下
で
許
可
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
曹
教
育
モ
デ
ル
の
変

更
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
試
行
が
一
〇
年
間
の
期
限
付
き
で
行
わ
れ
た
。
デ
ー
タ
を
取
得
し
正
式
な
法
律
を
制
定
す
る
た
め
に
暫
定
版
の
法
律
を
期

限
を
区
切
っ
て
実
際
に
施
行
し
て
み
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
実
験
法
律
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
大
橋
洋
一
『
対
話
型
行
政
法
学
の
創
造
』（
一

九
九
九
）
二
八
〇
頁
以
下
参
照
。

（
50
）  

大
橋
・
前
掲
注
（
49
）
二
八
一
頁
。

（
51
）  

大
橋
・
前
掲
注
（
49
）
二
九
四
頁
。

（
52
）  Rupert Schtettner, Verfassungsbindungen des experim

entierenden G
esetzgebers, N

V
w
Z 1989, S. 806 ff. 

（808

）. 

大
橋
・
前
掲

注
（
49
）
二
九
五
頁
。

（
53
）  A

ndrea Kießling, Beobachtungs- und Evaluationaufträge an den G
esetzgeber in der Rechtsprechung des Bundesverfassungs-

gerichts, Zeitschrift für Rechtssoziologie, 2018, 38 （1

）, S. 60 （60 ff.

）.
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（
54
）  

松
本
和
彦
「
高
周
波
電
磁
場
に
よ
る
健
康
危
殆
化
と
国
家
の
保
護
義
務
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』（
二
〇
〇

八
）
六
九
頁
以
下
。

（
55
）  

栗
城
壽
夫
「
所
有
権
等
の
規
制
と
立
法
者
の
予
測
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
2
版
）』（
二
〇
〇
三
）
三
〇
二

頁
以
下
参
照
。

（
56
）  
松
原
光
宏
「
ヘ
ッ
セ
ン
州
教
授
給
与
違
憲
事
件
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅳ
』（
二
〇
一
八
）
三
一
二
頁
以
下
。

（
57
）  
そ
の
他
、「
こ
の
点
で
」（BVerfG

E 111, 333

）、
形
成
の
余
地
の
「
帰
結
」（N

JW
 2011, 1578, 1572, BVerfG

E 95, 267 ﹇314 f.

﹈, 133, 
168 ﹇235 f.

﹈）。Kießling, a. a. O. （Anm
. 53.

）, S. 65.

（
58
）  Bickenbach, a. a. O. 

（Anm
. 17.

）, S. 159. 

そ
の
際
、
ビ
ッ
ケ
ン
バ
ッ
ハ
は
、「
評
価
大
権
の
は
じ
め
に
、
不
確
実
性
と
不
確
定
性
が
あ
り
、

評
価
大
権
の
お
わ
り
に
、
監
視
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
介
入
す
る
義
務
が
あ
る
」
と
も
述
べ
る
。

（
59
）  Bickenbach, a. a. O. （Anm

. 17.

）, S. 364, Steinbach, a. a. O. （Anm
. 47.

）, S. 283.

（
60
）  Kießling, a. a. O. （Anm

. 53.

）, S. 65.

（
61
）  Bieback a. a. O. （Anm

. 28.
）, S. 54 ff.

（
62
）  N

agel, a. a. O. （Anm
. 29.

）, S. 274.

（
63
）  Kießling, a. a. O. （Anm

. 53.

）, S. 65.

（
64
）  Steinbach, a. a. O. （Anm

. 47.

）, S. 281. 

（
65
）  V

gl. O
ssenbühl, a. a. O. （Anm

. 35.

）, S. 459 ff.

（
66
）  Bickenbach, a. a. O. （Anm

. 17.

）, S. 498.

（
67
）  

実
験
法
律
に
つ
き
、
立
法
者
の
自
由
を
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
監
視
及
び
是
正
義
務
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、Bieback, 

a. a. O. （Anm
. 28.

）, S. 56.

（
68
）  Sim
one Ruf, D

ie legislative Prognose, 2012, S. 130. 
な
お
、
本
記
述
は
文
脈
上
行
為
規
範
に
つ
い
て
の
指
摘
と
解
釈
し
う
る
点
に
注
意

を
要
す
る
。

（
69
）   Kießling, a. a. O. 

（Anm
. 53.

）, S. 64. 

監
視
義
務
が
「
政
治
的
に
非
常
に
議
論
の
多
い
問
題
に
関
す
る
決
定
」
に
お
い
て
憲
法
規
範
の
解

釈
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
解
決
策
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
（Bieback, a. a. O. （Anm

. 28.

）, S. 44

）。 

（
70
）  Bieback, a. a. O. （Anm

. 28.

）, S. 53.
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（
71
）  

キ
ー
ス
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
義
務
を
こ
れ
ま
で
認
め
て
い
な
い
（
参
照BVerfG

E 143, 246; 140, 65

）。

Kießling, a. a. O. 

（Anm
. 53.

）, S. 65, Fn 3. 

理
由
付
け
義
務
に
つ
い
て
は
、
宮
村
教
平
「
立
法
過
程
の
構
造
と
解
釈
（
一
）

―
そ
の
序
論

的
考
察
」
自
治
研
究
九
九
巻
二
号
（
二
〇
二
三
）
一
三
七
頁
以
下
、
同
「
立
法
過
程
の
構
造
と
解
釈
（
二
・
完
）

―
そ
の
序
論
的
考
察
」
自
治

研
究
九
九
巻
三
号
（
二
〇
二
三
）
一
二
八
頁
以
下
参
照
。

（
72
）  
小
山
・
前
掲
注
（
23
）
三
頁
。

（
73
）  Ruf, a. a. O. 

（Anm
. 68.

）, S. 170.

こ
の
指
摘
は
本
稿
の
い
う
再
検
討
義
務
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
う
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
74
）  V

gl. BVerfG
E 55, 274 （308

）; 72, 330 （423

）; 82, 159 （181

）.

（
75
）  BVerfG

E 88, 203 （310

）.

（
76
）  BVerfG

E 95, 267 （314
）; V

gl. BVerfG
E 25, 1 （13

）, 49, 89 （130

）.

（
77
）  BVerfG

E 133, 277 （370f.
）. 

な
お
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
が
確
実
性
が
乏
し
い
法
律
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
デ
ー
タ
処
理
の
流
れ
が
透
明
性
を
欠
き
、

ま
た
、
個
人
の
権
利
保
護
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。「
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
に
よ
っ
て
は
、
デ
ー
タ
処
理
の
透
明
性
及
び
権
利
保
護

の
可
能
性
が
か
な
り
限
定
的
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
効
果
的
な
監
督
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
保
障
は
そ
れ
だ
け
一
層
大
き
な
意
味

を
も
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
比
例
原
則
は
、
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
効
果
的
な
形
成
を
、
法
律
の
レ
ベ
ル
で
も
行
政
実
務
で
も
強
く
要
請
す
る
」

（BVerfG
E 133, 277 

（369

））。 

法
律
が
、
情
報
自
己
決
定
権
の
保
護
と
い
う
観
点
に
お
い
て
適
切
な
効
果
を
果
た
し
て
い
る
か
、
制
定
当
初

に
予
測
さ
れ
た
効
果
が
実
際
に
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、「
予
測
が
外
れ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
と
い
え
よ
う
。
も
し
く
は
、

キ
ー
ス
リ
ン
グ
の
分
類
に
よ
れ
ば
コ
ン
セ
プ
ト
の
新
規
・
変
更
パ
タ
ー
ン
と
い
え
る
。

（
78
）  BVerfG

E 59, 119 （126

）.

（
79
）  BVerfG
E 48, 89 （130 f

）.

（
80
）  BVerfG

E 49, 89 （130 f

）.

（
81
）  

第
二
次
ハ
ル
ツ
Ⅳ
決
定
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
家
庭
用
電
力
の
価
格
変
動
な
ど
、
急
激
で
極
端
な
価
格
上
昇
に
よ
り
受
給
者
の
生

存
を
脅
か
す
よ
う
な
不
足
が
発
生
す
る
こ
と
が
否
定
で
き
な
い
場
合
、
立
法
者
は
、
標
準
的
な
需
要
水
準
の
定
期
的
な
更
新
を
待
つ
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
」（BVerfG

E 137, 34 

（100

））
と
述
べ
る
。
確
実
性
の
乏
し
い
決
定
を
し
た
場
合
、
監
視
義
務
及
び
定
期
的
な
再
検
討
義
務
が
発
生
す

る
が
、
新
展
開
が
生
じ
た
場
合
別
途
再
検
討
が
要
求
さ
れ
う
る
。
な
お
、
社
会
的
変
動
の
大
き
い
分
野
に
つ
い
て
は
、
価
格
変
動
の
ほ
か
人
口
変
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動
や
為
替
変
動
も
考
え
ら
れ
る
。

（
82
）  

本
稿
に
お
い
て
詳
し
く
は
立
ち
入
れ
な
い
が
、
是
正
義
務
違
反
の
場
合
に
お
け
る
合
理
性
喪
失
の
判
断
以
上
に
、
新
展
開
時
の
再
検
討
義
務
違

反
の
場
合
に
お
け
る
再
検
討
義
務
発
生
（
疑
義
発
生
）
の
判
断
は
、
時
期
に
つ
い
て
も
、
情
報
認
識
源
の
評
価
に
関
し
て
も
、
裁
判
所
に
と
っ
て

は
難
題
で
あ
り
う
る
。
な
お
、
情
報
認
識
源
と
し
て
は
、
法
案
提
出
、
請
願
、
国
際
機
関
に
よ
る
勧
告
、
裁
判
所
に
よ
る
問
題
の
指
摘
、「
専
門

家
鑑
定
書
の
公
刊
」（Ruf, a. a. O. （Anm

. 68.

）, S. 128. 

山
本
・
前
掲
注
（
6
）
五
七
頁
）
な
ど
、
多
種
多
様
な
契
機
が
考
え
ら
れ
る
。

（
83
）  
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
を
め
ぐ
る
立
法
実
務
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
小
西
葉
子
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
立
法
と
立
法
評
価
」

一
橋
法
学
一
八
巻
一
号
（
二
〇
一
九
）
一
六
九
頁
以
下
、
及
び
、
植
松
・
前
掲
注
（
10
）
二
二
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
実
際
に

立
法
者
が
ど
の
よ
う
に
事
後
的
是
正
義
務
を
履
行
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
改
め
た
い
。

（
84
）  

再
検
討
義
務
の
履
行
は
第
一
義
的
に
は
立
法
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
法
に
お
け
る
連
邦
デ
ー
タ
保
護
・
情
報
自

由
監
察
官
へ
の
委
任
の
よ
う
に
行
政
に
委
任
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
は
立
法
者
で
は
な
く
行
政
に
よ
る
不
作
為
の
違
法
性
が
問
わ
れ
う
る
。

な
お
、
連
邦
デ
ー
タ
保
護
・
情
報
自
由
監
察
官
は
、
行
政
官
庁
の
監
督
を
受
け
な
い
連
邦
最
上
級
官
庁
で
、
連
邦
政
府
の
提
案
を
受
け
て
、
連
邦

議
会
に
よ
り
選
任
さ
れ
、
連
邦
議
会
に
よ
る
統
制
を
受
け
る
。
平
岡
秀
夫
「
ド
イ
ツ
の
情
報
機
関
に
対
す
る
個
人
情
報
保
護
の
制
度
か
ら
日
本
の

そ
れ
を
考
え
る
」『
法
と
民
主
主
義
』
五
五
七
号
（
二
〇
二
一
）
二
六
頁
以
下
（
二
八
頁
）。

（
85
）  

立
法
者
の
自
己
拘
束
論
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
手
塚
・
前
掲
注
（
9
）
三
二
八
頁
以
下
、
ま
た
、
栗
島
智
明
「
平
等
取
扱
い

の
要
請
と
行
政
・
立
法
の
『
自
己
拘
束
』」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
八
一
二
号
（
二
〇
二
二
）
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
86
）  

裁
判
所
に
よ
る
暫
定
的
規
律
に
つ
い
て
、
櫻
井
智
章
「
代
替
立
法
者
と
し
て
の
憲
法
裁
判
所
」
川
﨑
政
司
・
大
沢
秀
介
『
現
代
統
治
構
造
の
動

態
と
展
望
』（
二
〇
一
六
）
二
〇
九
頁
以
下
参
照
。

（
87
）  BVerfG

E 112, 304 （317

）.

詳
し
く
は
、拙
稿
・
前
掲
注
（
30
）三
五
九
頁
参
照
。

（
88
）   N

agel, a. a. O. （Anm
. 29.

）, S. 269f, Steinberg, a. a. O. （Anm
. 22.

）, S. 183 f.

（
89
）  BVerfG

E 88, 203 （310

）.

（
90
）  

「
事
実
状
況
が
法
的
状
況
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
…
…
遅
く
と
も
立
法
者
が
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
達
し
て
い
る
」。

Bickenbach, a. a. O. （Anm
. 17.

）, S. 532.

（
91
）  BVerfG

E 56, 54 （81 ff

）.

（
92
）  BVerfG

E 56, 54 （84 ff.

）.
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（
93
）  BVerfG

E 33, 171 （188

）.

（
94
）  BVerfG

E 56, 54 （81

）.
（
95
）  

山
田
・
前
掲
注
（
5
）
二
九
一
頁
。

（
96
）  
参
照
す
べ
き
議
論
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
と
の
関
係
に
お
い
て
特
に
重
要
な
文
献
と
し
て
、
事
後
的
是
正
義
務
と
立
法
裁
量
と
の
深
い
関

係
を
指
摘
す
る
、
大
石
和
彦
「『
違
憲
の
主
観
化
』
に
つ
い
て
」
筑
波
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
四
号
（
二
〇
一
八
）
二
九
頁
以
下
参
照
。

（
97
）  
高
木
光
、
常
岡
孝
好
、
須
田
守
『
条
解
行
政
手
続
法
（
第
二
版
）』（
二
〇
一
七
）
四
四
五
頁
﹇
常
岡
孝
好
﹈。

（
98
）  

常
岡
・
前
掲
注
（
97
）
四
六
四
頁
。

入
井　

凡
乃
（
い
り
い
　
な
み
の
）

所
属
・
現
職
　
駒
澤
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

所
属
学
会
　
　
日
本
公
法
学
会
、
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会

専
攻
領
域
　
　
憲
法

主
要
著
作
　
　「
立
法
者
の
予
測
と
事
後
的
是
正
義
務
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
六
号
（
二
〇
一

三
）

　
　
　
　
　
　「
事
後
的
是
正
義
務
と
新
規
律
義
務
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
〇
一
号
（
二
〇
一

四
）

　
　
　
　
　
　「
法
律
制
定
後
に
お
け
る
立
法
者
の
憲
法
上
の
義
務
」
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
対
話

的
憲
法
理
論
の
展
開
』（
二
〇
一
六
）


